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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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[image: １ぺこ『この姉にこの妹あり』]







　19世紀のオランダ。

　誰だれにも理解されることなく、また、その才能を認められていなかった兄を、精神的にも金銭的にも援えん助じよをした弟がいた。

　弟の名は、画商テオドルス・ファン・ゴッホ。

　そして、

　兄の名は、あの名画家フィンセント・ファン・ゴッホである。




　21世紀の日本。

　自分ではまずいとわかっていても、ついつい趣しゆ味みに走ってしまう姉を、ただひとり、目を細め生ぬるい視線で見つめつつも、姉のために献けん身しん的に節約人生を送る妹がいた。

　姉の名は宮みや河かわひなた。

　そして、

　妹の名は、宮河ひかげ。

『肉』食を目指す姉妹なのである。




　そんな肉食系姉妹の飽あくなき戦いを綴つづったのだが、『宮河家の空腹』である…いや、全然？　違うけど。
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　眠れない夜。

　そんなときは、羊を数えるのと同じように、しりとりでもすれば眠れるんじゃないのか？

　ひなたの何気ない提案で、始まったしりとり。




「きっと、お姉ちゃん、考えてるうちに眠くなるよ」

「そうね～。じゃあ、行くよ…スイカ」

「カルビ」

「ビーフ」

「フィレ」

「…レバー」

「バラ」

「ラム」

「ムネ」

「ネギタン塩」

「オージービーフ」

「フォアグラ」

「ランプ」

「えっと…」

　そこまで言った時、二人のお腹なかがぐーっとなる。




「お腹がすいて、余計に眠れないよ、お姉ちゃん…」




　本末転倒である。
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[image: ３ぺこ『脇役にこそ、スポットを!!』]







　姉のひなたは、埼さい玉たま県けんにあるアニメショップで働いているのだが、ひなたが勤務する店の店長・兄あに沢ざわは、日本一熱い男で知られていた。

　そして、また、店員の杉すぎ田たも兄沢に負まけず劣おとらず、熱くたぎった男だったのである。

　宮河ひなたの一日は、熱い男達と共に始まるのである。




「諸君！　おはようっ!!」

「おはようございますっ！」

　そう答えたのは、店員の杉田。

　今朝もすでにレッドゾーン突入の熱さである…熱すぎる、暑苦しい、男である。

　しかし、そんな二人にひきずられることなく、ひなたは、常にマイペース。

　自分の趣しゆ味み満まん載さいの店で働くことに、幸せを感じる毎日なのであった。




「おはようございますぅ～」

「おはよう!!　宮河君！」

「今日も腹から声出して、行くぜ!!」

「はいぃ～」

「さて、アニメ、春番組も始まり、各タイトルとも鎬しのぎを削けずる毎日である。我らがアニメイト大おお宮みや店においても、売れ筋商品はもちろんのこと、いまいち、伸のび悩なやんでいる商品をも決して、見切ることなく、全力でバックアップしていこうと思う！」

「はいっっ！！！！」

「はいぃ～」

「いいかっ！　どんなタイトルにも、必ずファンがいるんだ!!　例えば、このアニメイト大宮店をおでんの鍋なべだとする!!　想像してみろ！　鍋の中で、卵、こんにゃく、大根、厚あつ揚あげ、じゃがいも、焼ちくわ、さつま揚あげ、ごぼ天、牛すじ、ちくわぶ、はんぺん、しらたき、里さと芋いも、ロールキャベツ、餅もち巾きん着ちやく、蛸たこ、昆こ布ぶ巻まきがぐつぐつ煮にえているとする!!」

「はい!!」

「……おいしそうですねぃ～」

「そうだぁ!!　コンブとカツオの出汁だしが利きいて、いかにも美味おいしそうな匂においが漂ただよっているぅ！！！」

「はいっ！！！」

「はいぃ～」




　杉田とひなたの脳のう裏りには、すでにおでん鍋が浮うかんでいる。

　おでんという言葉を聞いただけで、思わず、ひなたのお腹がグーッと鳴ってしまう。







「宮河君！　朝から、腹の虫を鳴かせているようだが、ちゃんと朝は食べてきたのか？」

「はいぃ～。すみません。食べ物の話をしていると、ついつい…」

「いや、食しよく欲よく旺おう盛せいなのは悪いことではない。旺盛、貪どん欲よく、強ごう欲よく！　人生をポジティブに言い切る言葉だ」

「あれ？　なんか変なのまじってませんか？」

「ん？　そうか？」

「おでん、いいですねぇ～」

「ああ、普ふ通つうに考えて、キング・オブ・おでんの具と言えば、大根だぁ！　そして、クイーンは卵だろぉ！！！」

「異論なーしっ!!」

「あ、あのぉ」

「ん？　なんだ？　宮河君？」

「えっと、うちはおでんと言えば、こんにゃくで…」

「あのね、宮河君、今、君の家のおでんの話をしているんじゃなくって…」

「ばかやろうーーーーーーーーっっっっ！！！！！！」




　どがぁーーーーーっと、兄沢が杉田に愛の鉄てつ拳けんをふるう！！！

　これが、この店の毎朝の恒こう例れい行事であることは言うまでもない。

　バイトとして働きだしたばかりの頃ころは、さすがにマイペースなひなたですら、

「あららぁ？」

　ぐらいの温度で驚おどろいたりしたものだったが…。

　ひなたも慣れたものである。




「あらまぁ、またぁ…」

　これでも、当初とは微び妙みように変わっている驚き。




「な、何をするんだァーッ！」

「俺が殴なぐったんじゃない!!　見識の浅いお前にアニメの神様が鉄てつ槌ついをくらわしたのだあ！！！！」

「何っ!?」

「いいか、さっきの宮河君の答えは正解だ！　何もせずとも、売れていく大根や卵…これは、春番組での勝者をさす！　こちらから、あえておすすめせずとも、自身の力で売れていく具のことを言う。が、しかーし!!　全すべてのお客様が皆みんな、大根や卵が好きかと言えば？　そうだな？　宮河君!?」

「はい、うちでおでんと言えば、具はこんにゃくですねぃ～」

「そんなに、こんにゃくが好きなのか!?」

「こんにゃくは安くてお腹なかいっぱいになるから、『いいね』って、妹も喜んでるんですよぉ～」




　ゴゴゴゴゴゴッ!!　ひなたのことばに自分の甘さに気づく杉田の反省の嵐が吹き荒れる。




「そうか、そういうことかあ！！！」

「杉田君、俺が言いたいことがわかったようだな!?」

「はい！！！　そう！　誰だれもが大根や卵を買いに来るわけではない!!　こんにゃくを買いに来る人もいるってことなんですね！！！」

「そうだぁ！！！！　そういうお客様が、店を訪おとずれた時、こんにゃくがぞんざいな扱あつかいを受けていたら!!　いや、こんにゃくそのものを切らしていたら、どうなるぅ！！！」




　杉田は、ふと、その時のことを想像してみる。




　それは寒い夜のことであった。

　サラリーマン杉田。

　杉田は今日も思ったほどの営業成績を上げられず落ち込んでいた。




「だめだな、俺。このままじゃ…」




　デスクで日報を作成しつつ、ため息をついていると、そんな杉田の肩かたがポンッと叩たたかれる。

　驚いて振ふり返ると、そこには、上司である課長の兄沢が立っていた。




「課長」

「どうだ？　いっぱい、つきあわないか」

「え？」

「いやぁ、今日は寒いし、おでんでもって思ってな。最近の若い者は、あまり上司と酒を飲みたがらないからなぁ…」




　杉田が見回すと、ゆとり世代の後こう輩はい達はすでに会社を後にしている。

　杉田自身も今日は飲みたい気がしていた。

　実のところ、恐おそらく、兄沢課長もそんな自分の気持ちを察してくれているのだろう。

　杉田は躊ちゆう躇ちよなく答えるのだった。




「お供します!!」




　二人は北風が吹ふきすさぶ、夜のガード下を歩き、店を探していた。




「うぅ～、今日は寒いなぁ」

「はい。やっぱり、こんな時は、あったかいおでんとか、いいですよねぇ」

「ああ、おっと、ちょうど目の前に、いい感じの縄なわのれんが!!」

「入りますか!?　課長？」

「言わずもがなだぁ！！！」




　ガラガラガラと引き戸を開けて中に入ると、ゆる～いかんじのおかみが、カウンターの中に立っていた。




　和服に割かつ烹ぽう着ぎという出いで立ちのおかみがにこやかに二人に微笑ほほえみかける。




「いらっしゃいませぃ～、おしぼりどうぞ」

「おかみ、今日は寒いね」

「はい、熱いの一本、おつけしますかぁ？」

「おっ、店長、おでんありますよ！」

「おおおっっ！　じゃ、さっそく、もらっとくか」

「何になさいますかぁ～？」

「ん～、大根と」

「そうですねぃ～。うちでも大根、大人気でよく売れるんですよねぃ～」

「鉄板ですよね！　じゃ、オレは卵っ！」

「そうそう、卵も皆さんお好きですよねぃ～」

「後は……そうだな、こんにゃくを」

「こんにゃく…？　ええ？　ごめんなさい。こんにゃく、仕込んでないんですよぉ～」

「なんだとぉーーーーーっっ！！！　こんにゃくをぞんざいにするなぁ！！！」




　こんにゃくがないと知って、あれる課長に、杉田は驚いた。

　しかし、その時に気づいたのである。

　自分の営業成績があがらないのは、こういうことではないのか？

　もしかして、俺はこんにゃくをぞんざいにした生き方をしていたのではないのか？

　それが、顧こ客きやくに見み透すかされた？

　こんにゃくを、大切に思わない気持ち。

　それが自分の弱点だったんだ！

　課長はそれを、俺に教えてくれようとして、ここに連れてきてくれたんだ！




　どっかーん！！！　杉田の反省が爆発する。




「そうだったのか！！！！　こんにゃくを笑う者は、こんにゃくに泣く！！！！」

「よく言った！！！　杉田君!!　その通りだ！！！」




　杉田は己おのれの胸をどんどん叩きながら尚もまくしたてる。




「確かに、今、こんにゃくの存在そのものを軽かろんじられた時の気持ちが、胸にリアルに響ひびきました」

「そうだろう!!」

「はいっ!!　店長!!　むしろ、話題にならない商品をバックアップする！　それこそが俺達の使命と言っても過言ではないと思います!!」

「そうだぁ!!」




　兄沢、やや黄昏たそがれ気味に遠い目をして語る。




「あの名めい匠しようと言われたゴッホも…」

「いきなり格調高っ！！！」

「テオという弟の存在があったからこそ、あそこまで上のぼり詰つめることができたんだよ」

「そうだったんですか」

「ああ、ゴッホにテオあり、苦戦するタイトルに我らありだ！　おっと～～～!!　そろそろ開店時間だぞ！」




　今日、杉田はまた、兄沢店長に情熱商売とは何かを教わるのだった。




「深い…そして、道は厳しい」




　そして、ひなたは思っていた。

「テオとゴッホって、私とひかげちゃんみたいなのかもしれないわねぃ～」




　全く、その通りです。
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　店の扉とびらが開く音がする。

　その気配を察知して、すぐさま、接客モードに入る、兄沢と杉田。




「いらっしゃいませ～！」




　朝一番の客に勢いよく挨あい拶さつをする店長と杉田。

　しかし、二人の意に反して、そこに現れたのは、新人店員の小お野のだった。




「おはよー」

「って、てめ、遅ち刻こくだわ、ため口だわ、で、どんだけゆとりのつっこみどころ満まん載さいのキャラだよ!!」




　ムカッとしつつ言う杉田を、逆にジト目でちらりと見み遣やりつつ、あたかも、杉田が悪いような感じで、小野は吐はき捨てるように言った。




「…ああ、ごめん、僕、すごい低血圧でまだエンジンあったまってない感じなんで。今、重要なこととか言われても、かんべんってことで…」

「おまえ～～～～～」

「もういい！　過ぎたことを責めるより、明日を見つめるんだ!!」




　意に反した店長の言葉に、杉田は不満そうに呟つぶやく。




「…俺にはすっげぇ、怒おこるくせに…」

「お前は叱しかって伸のびる子だからだ」

「そうなんだ!!」

　と即そく座ざに納なつ得とくしてしまう杉田。




　それでも、一応、兄沢は小野に言い放つ。




「いいか、貴様も明日は遅刻するんじゃない!!　遅刻というのは人から遅おくれることを意味する！　キモに銘めいじとけ！」




「…う～ん。一応、僕なりに努力してみるけど…」




　兄沢の言葉も、ぬかに釘くぎ状態の小野。

　やはり、そんな小野が兄沢、若じやつ干かん苦手である。

「僕なりって何だ？　僕なりって？　うらなりってことか？　はぁ？」

　杉田の嫌いやみもどこ吹ふく風。

「『うらなり』…すっごい久しぶりにそのワード聞いた」

「てめっ、バカにしてんのか？」




　こうして、高血圧な杉田と低血圧な小野がもめるのも、実は日常茶さ飯はん事じなのである。




「さぁ、開店だ!!　決戦の幕は切って落とされた！　お客様をお迎むかえするぞ！」

「はいっ！！！！」

「はいぃ～」

「はーい…」




　やる気のなさそうな小野の返事を杉田はいらいらとかみしめるのだが、そんな杉田の気持ちを逆なでする事件が起きたのはそれから数時間後のことだった。




　彼女の誕生日プレゼントを選びにカップルがやってきたのだが…。




「え～、いいよ～。今日はくーちゃんのお誕生日だから、好きなのいいなよ。ラノベ？　コミック？　ブルーレイ、あ、ゲームソフトでもいいから」

「ええ～、ふーくんが選んでくれればいいじゃん。あたしにはそれが一番のプレゼントだよ」




　世に言う『バカっぷる』である。

　本当にこういう輩やからはむかつく。

　電車、ファミレス、のべつまくなし、いちゃいちゃしやがって。

　ここは、お前の家のお茶の間じゃないんだ！

　って言い放ってやりたくなる。

　実際は言えないから、余計に腹が立つんだが。




「いや、俺にはよくわかんないからさ。好きなの選んでって。乙女おとめゲーとかＢＬとか？　どれにする？」

「ええ～？　でもぉ」

「あっ、すみません」




　何度も何度も呼ばれて、ようやく、

「僕ですか？」

　と言わんばかりに、小野は面めん倒どうくさそうに振ふり返る。

「…はい？」

「今、乙女ゲーで、一番、売れてるのって　どれですか？」

「…ん～、売れてるって言われてもなぁ」

「じゃあ、おすすめは」

「ん～。僕、乙女じゃないんで」

「いや、君の好みじゃなくて、この店のおすすめはってことで…」

「ん～、って言われても」




　そんな小野の対応にあからさまに不満をしめすカップル客。




「え～？」

「なんか感じ悪いしぃ～」

　むすっとした客の背後に表れた負のオーラをすかさず察知した杉田が、まるで、絶ぜつ妙みようのタイミングで都合よく登場するヒーローのように現れると、即座に対応に当たった。




「すみません！　お客様！　どうかなさいましたぁ!?」

「いや、あのカノジョにプレゼントをしたくて、おすすめの商品を聞いてたんですけど、この人が…」

「こら、新人！　お前、また!!」




　杉田が小野をしかりつけようとすると、あろうことか、小野はあたかもカップル客を責めるような口ぶりでうそぶくのであった。




「つーか、カノジョにプレゼントするのに、一いつ緒しよに買いに来るってことそのものがどうかなって思っちゃってさ」




　杉田にも男性客にも、小野の言っている意味はさっぱりわからなかった。




「なんだろう。女の子ってさ、こう、わくわくするサプライズ感っていうか、そういうのも含ふくめて、プレゼントなわけだよね」




　なるほど、一理ある。




「まあぁ、ボクだったらこんなプランかな」

「ププププラン？」

　男性客の戸と惑まどいに同調する杉田。

「プラ？」

「プラスチックじゃないから。僕だったら事前に彼女と一緒にウィンドウショッピングして、『わぁ、これ欲しいかもぉ』とか言っているのをちゃんとチェックしておいて。で、誕生日の前に買っておく。もちろんきれいにラッピングをしてもらうのも忘れない。あっ、そうだ。お店とか予約してあるのかな？」




「予約」とは、いったい何の？

　杉田と男性客の胸に去来する「？？？？？」の嵐あらし。




「こういうときはフレンチだと思うけど？」

「フフフフレンチ？」

　またしても、男性客の戸惑いに同調する杉田。

「フレー？」

「フレーフレーって応おう援えんじゃないから。お店には、薔薇ばらの花束かなんかも仕込んでおいてもらうといいよ。もちろん、ケーキもね」




　気がつくと、いつのまにか女性客は、瞳ひとみに♡マークを浮うかべて小野を見つめている。




「素す敵てき素敵！」




　そんな女性客を前にして、小野はあの空前の大ヒット作である『涼すず宮みやハルヒシリーズ』で超ちよう能のう力りよく者の役をやったイケメン声優のように、思い切り甘く囁ささやいたのである。




「……ハッピーバースデイ」

「きゃ～～～～」




　女性客はめろめろ状態で悲鳴をあげる。




　その姿に、杉田と男性客は、悶もん絶ぜつして、

「やめろ～～～～～！　かゆいわ～～～～～っっ！！！！」

　絶ぜつ叫きようするのであった。

　しかし、心のどこかで、悔くやしさを感じていたのは言うまでもない。




　なんで女は、こんな男がいいのかよ？

　不条理を感じつつ、敗北する杉田と男性客なのであった。
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　その頃ころ、事務所では、某ぼうメーカー宣伝マン下しも野のが、兄沢店長の下を訪おとずれていた。




　下野は、企き画かく書しよをおずおずとテーブルに置くと、とつとつと語り出した。




「…でして、その当社の一いち推おし作品で…その…おもしろいらしいんですけど…で、ショートで…あっ…豪ごう華か声優陣じんで…えっと」

「あの…お茶、どうぞぉ～」

　お客様にお茶をお出ししたりするのは、ひなたの仕事であった。




　ひなたが、テーブルの上にお茶を置く。




「あ、どうも」




　そのお茶を一口飲んだ下野は、思わず、

「あちっ…あっ、俺、猫ねこ舌じたなんで…」

　と湯飲みをテーブルに戻もどし、その拍ひよう子しにお茶が企画書にこぼれてしまう。

「あっ。いけね、すみません」

　慌あわててハンカチでテーブルを拭ふく下野。




　そんな姿を、腕うで組ぐみ、脚あし組ぐみ状態で見つめていた兄沢は静かに口を開いた。

「いらん情報だな」

「あ？　猫舌がですか？」

　阿あ保ほである。




　兄沢は鋭するどい瞳を下野に向けると、言い放った。

「さっきから、聞いていれば、貴様、それでもメーカーの営業マンか!!」

「は、はい。さっき、名めい刺し、お渡わたししませんでしたっけ？　あれ？　あれ？」

「そういう意味じゃない！！！」

「はい？」

「君にとって、『戦友。』…」




　本当は、『戦友。』じゃなくて、『戦勇。』です。兄沢、勘かん違ちがいしてます!!

「『戦勇。』とは、どんな作品なんだ!?」




　鋭く切り込む兄沢。




「えっと、その…初めて独り立ちして、最初に担当した作品ですかね…はい」

「ばかやろうっっ！！！！！！」




　どがぁーーーーーっ。

　応接テーブルをちゃぶ台返しする兄沢。

　テーブルが下野の脇わき腹ばらにぶちあたる!!




「あ、あばらが、あばらが…」




　そんなパニックにも動じることのない、ひなた。

　そう、この店ではまさに日常茶さ飯はん事じ。

「あらぁ、大だい丈じよう夫ぶですかぁ～？」

　一応、下野に声をかけるひなた。

　しかし、すでに兄沢のアジテーションが始まっていた。




「おまえが初めて担当するとか、しないとか、そんなことはどうでもいいんだぁ!!　大切なのはぁ！　たいせつなのはぁ！！！」




　そこまで一気にまくしたてた兄沢は、少しためて、静かに言うのだった。




「愛だよ」




　さっぱり意味がわからない下野。

　脇腹をおさえつつ、兄沢を見上げる。




「………………………はぁ？」




　そんな下野の「？」などおかまいなしに、尚なおも続ける兄沢。

「君はこの作品に対して、愛があるのかと聞いているんだぁ!!??」

「…えっと…」

「さっきから、聞いていると、会社の一いち推おし…？　こんな言葉、誰だれだって言える!!　おもしろくて…？　そりゃ、おもしろくなきゃ困るだろ！　逆におもしろくない作品、見てみたいわ！」

「…いや、実際にはあるんじゃ…」

　下野はボソッと言い返すが、兄沢の耳には届かない。

「声優も豪華!?　そりゃ、結構なことだ！　だがな、貴様は、作品の本質を何一つ語っていないじゃないか！！！！！」

「え？」

「『戦友。』…いいタイトルじゃないか！　ん？　このアルバっていうやつとロスっていうのが戦友なのか？　一いつ緒しよに戦う友と書いて戦友！　まさに君と俺のことだ！　こうしてひとつのタイトルをいかにお客様に買っていただくか！　鎬しのぎを削けずるタイトル合戦を前に、友と手を組み戦う！　まさにそれこそが戦友じゃないか!!」




　そこまで聞いて、下野はようやく、兄沢が『戦友。』と『戦勇。』を勘違いしていることを悟さとり、慌てて訂てい正せいする。




「あっ、いや、そのそっちの『戦友。』じゃなくて、戦士と勇者で『戦勇。』です…」

「………………そうなの」




　一いつ瞬しゆん、がっかりした様子をみせる兄沢だったが、すぐに熱き心に薪まきをくべ、再び語り出す。




「ん？　ファンタジー冒ぼう険けん活劇か？　王道じゃないか！　いつの時代にも冒険は大事だ！　で、こいつが主役か？」

「あっ…いや…この…アルバって方が、主役で」

「え？　こっちが主役なのか？　てっきり、こっちだと思っていたのだが…」

「あーーーーー…やっぱり、でも、こいつ、頼たよりないけど、それなりにいいやつなんですよ。結構、優やさしいし。それに、このロスってやつのなんか確信犯的なボケにもちゃんとこう、いちいち突つっ込みを入れる律りち儀ぎなところにも、なんかこう愛着がわくっていうか…」




　下野は兄沢が燃えたぎる瞳ひとみを自分にむけていることに気づく。




「え？　あれ？　僕の顔になんかついてますか？」

「それだ！！！！」

「え？　あ？」

「合格だ！！！　それだけ、主人公に入れ込んでいるなら上等だ!!　それで売っていこう！　君自身が主人公を演じているつもりで頑がん張ばっていこう!!」

「は…はい!!」

「よし!!　で、販はん促そく物はなんなんだ!?」

「えっとですね…」




　すっかり意気投合している二人に、再びお茶を持って行くひなた。




「あのぉ、お茶、淹いれなおしましたので、どうぞぉ～」




　毎日、こんな新喜劇のようなやりとりを繰くり広げる店長の作品愛を実は尊敬しているひなたなのであった。
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　この店には、常連さんがいる。

　兄沢と杉田は、その常連の少女のことを『伝説の少女Ａ』と呼んでいた。




　その日、ひなたが、兄沢から『遊園地の無料招待券』をもらっていた時だった。

「えぇ？　店長、いいんですかぁ？」

「ああ、何をためらう!?　遠えん慮りよなど必要ないぞ！　宮河にはその権利があーる!!」

「はぁ…」

「先週末のフェアでは、頑張ってくれたからな！　そのご褒ほう美びだ！　その遊園地で楽しいひとときを過ごし、戦いに疲つかれたその翼つばさを休めてくるがいい!!」

「ありがとうございますぅ」

「そして、またこの戦場で鎬しのぎを削るのだぁ！　ロケットダッシュだぁ！　宮河ぁ～～～～!!」




　無む駄だに熱い兄沢に向かって、ひなたが微笑ほほえみ返したその時だった。




「はいぃ」

「む!?」




　何かに気づく店長。

　店長の視線の先には、紛まぎれもない『伝説の少女Ａ』の姿があった。




「おおぉ!!　あれは伝説の少女Ａではないかぁ！！！！！　この兄沢にまた勝負を挑いどみにきたのかぁ！　逃にげぬ！　逃げはせぬぞ！　どっからでもかかってこ～～～～い!!　カモ～～～～ン来やがれ～～～!!」




　まるで暗黒拳けん法ぽうのような構えをする店長。

　その視線の先にいる『伝説の少女Ａ』こと、泉いずみこなた、そしてその友人の柊ひいらぎかがみ。

　こなたは、店内の壁かべにずらりと貼はられた作家達のサイン色紙を眺ながめつつ語る。




「ほほう、レジェンドがずらり。こうして並べられると、壮そう観かんだね」

「ほら、早く、買う物、買いなさいよ。あんたキリないんだから」




「店長っ！！！！」

「どうした？」

「現れました。伝説の少女Ａがっ!!」

「ああ。とっくに感知してるさ。俺のセンサーがな!!」




　熱く燃える二人を眺めつつ、ひなたは思い起こしていた。

　ひなたとひかげ、宮河姉妹は、実は泉こなたとは、少なからず、縁えんがあったのだ。




　そうあれは…。

　事の発ほつ端たんは、ひかげが、ひなたのバイト先近くで、携けい帯たいを拾ったことから始まる。




「落とした人、困ってるよね。早く交番に届けなきゃ」

　と、手にしていた携けい帯たい電でん話わを眺めていると、

「あれ？　これ、お姉ちゃんが好きなアニメのイラスト」

　と、いきなり鳴り出す着信音。

「あっ！　これ、そのアニメの主題歌!?」

　ひかげが、どぎまぎしていると、そこに駆かけてくる人物がいた。




「あ、ホラ、あの子拾ってくれてる」

「おま…、あんな着信音、あの子、困こん惑わくしてるぞ」




　ひかげが拾った携帯電話は泉こなたのものであった。

　というのがきっかけで、こなたが、ひなたのバイト先の常連客であることがわかったのである。




「何か、変なモン、拾わせちゃってすみませんでした」

　こなたと一緒にいたかがみがすかさず突っ込む。

「えぇー別に変じゃないじゃん!!」

「中身がいろいろとね」

「まぁ～、ひかげちゃんが携帯拾ったの常連さんのだったんですねぃ～」




　しかし、縁はそれだけではなく、ひなたもひなたで、イベントの戦利品がぎっしり詰つまった袋ふくろを落としてしまい、こなたに拾ってもらったことがあったというのだ…。




「お互たがいによかったですな～」

「本当にぃ～」




　そう言ってにこにこと微笑みあう二人を眺めつつ、ひかげは思っていた。




「ああなるほど、各々の物アイテムは返ってきたみたいだけど、羞しゆう恥ち心しんはどっかに落としたまま、まだ戻ってきてないんだろうな、ディーこープなゆー人達って──」




　そしてその文言は、こなたという友人を持つ、かがみの脳のう裏りにも浮うかんでいるのであった。




　まぁざっと、そんな出来事が、宮河ひなたと泉こなたの間に起こっていたことなど、兄沢と杉田は、知るよしもなかったのである。




「店長！」

「ああ、わかっている。杉田君。『伝説の少女Ａ』だな、今どこだ？？！！！」

「ほら、あそこ!!　今回の購こう入にゆう目標はＤＶＤのようです」

「うぬぬぬぬぬぬっ!!」

「ああああ!!　商品を手に取ろうとしている!!」




　兄沢はテンパる自分を落ち着かせるように、

「落ちつけーーーっ！　落ち着くんだぁーーーっ!!」

「うぉぉぉぉ、あと、商品を手に取るまで、５センチになりましたぁ！！！」

「よっしゃぁぁぁ！！！」




　兄沢は○○ネーターを引き抜ぬく。




「購こう買ばい係数オーバー１９０。購入対象です。慎しん重ちように照準を合わせて、対象をレジへと誘ゆう導どうしてください」

「このまま行けぇぇぇ!!　………………」




　しかし、兄沢の意に反して、こなたの動きが止まる。




「あれ？　どうした？　動きが止まったぞ」

「あああ、手を下ろし始めたぁ！！！」

「なぜだぁ！！！！」

「購買係数アンダー50。購入対象ではありません。レジをロックします」

「なぁにぃぃぃぃぃぃぃぃ！！！」

「ああああっ！！！　お目当ての『未来日記』　５巻がないようです!!　欠品だぁ！！！！」

「なんだとぉ！！！！！！！？？？」

「あの棚たなの担当はだれだぁ！！！？？？」




　いきり立つ杉田の問いに対して、ものすごく低い温度で答える小野。




「えっ…僕だけど？　それが何か？」

「てめっ、なんで、欠品させてるんだよ!!」

「意味わかんないんだけど」

「こら、ゆとり！　そりゃ、こっちの台詞せりふだぞ」




　ふと、観みると、こなたがかがみを伴ともなって、店を後にしようとしている。




「あああああ、伝説の少女Ａが帰って行きますぅぅぅ!!」

「破れたりーーー！！！」




　ちゅどーん!!




　そして、ひなたは、今日もまた、そんな『伝説の少女Ａ』と自分は言葉を交かわす仲なのだと、兄沢と杉田に言えなかったのである。

　いや、むしろ、言わない方がいいのかなと、本気で悔くやしがっている二人を眺めつつ、思うのだった。
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　そして、今日も兄沢と杉田の暑い一日が、

　ひなたののんびりした一日が、

　小野のゆとりな一日が終わった。







「おつかれさまぁ！！！」

「おつかれぃ！」

「おつかれさまでしたぁ～」

「どーも」




　そそくさと店を出て行こうとする小野を呼び止めたのは、杉田だった。




「お前、ちょっと今日、帰り時間あるか？　いろいろと話したいことがあるから、一いつ杯ぱい…」




　小野は杉田が皆みなまで言う前に、その誘さそいを一刀両断する。




「あっ、僕、酒飲みませんし、仕事とプライベートは分けてるんで…」

　そう言い残すと、踵きびすを返して店を後にするのであった。




　そんな小野の背中を見送りつつ、

「つれないなぁ」

　ぼやく杉田。

　そんな杉田の肩かたを、ぽんぽんと叩たたき、

「よっし、俺がつきあうぞ。そうだ、おでん、行こう！　おでん」

「はいっ！」

　どこまでもスイッチがオンとオフしかなく、また、そこぬけに波長が合う二人なのであった。




「おつかれさまでしたぁ～」

　二人に挨あい拶さつをして店を出るひなた。

　外はちょっと寒い。

　というか、むしろ、店内が暑すぎるのか？　いろんな意味で。




「ふぅ、ようやく一日が終わったなぁ。ひかげちゃん、待ってるかなぁ」

　家路を急ぐひなたなのであった。




「ただいまぁ～？」

　家に着くと、ぐつぐつ鍋なべの煮にえる音が聞こえいい香かおりが鼻をくすぐる。

「おかえり～！　ちょうどいまご飯できたところだよ～」

「この匂におい、もしかしてぇ～」

「こんにゃくおでんだよぉ！」




　ちゃぶ台の上に置かれた土ど鍋なべには、こんにゃくがぎっしりと入っている。

　さすがに今日、おでんの話をしただけに…。




「たまには、主力の大根とか、食べたいなあ～」

「野菜の値段が高こう騰とうしている時に、何、言っちゃってんの？」




　ひなたは、ふと思う。

　店長と杉田さん、今いま頃ごろ、卵や大根、食べてるのかなぁと。

　羨うらやましい…な。




　その頃、居酒屋で、いかつい店主に言い放たれている兄沢と杉田。

「悪いな、おでんなんだけど、今夜はこんにゃくしか残ってないんだ」

　二人も二人で、がっくりと、

「せつないなぁ～！！！」




　ちゅどーん！！！
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　ひかげの朝は早い。

　バイトに励はげむひなたの手助けになるようにと、朝食は、できる限りひかげが作ることになっていた。




「お姉ちゃん、朝ご飯できたよ」

「あと５…15分だけぇ～」




　なかなか寝ね起おきが悪い、姉のひなたである。

　それを手を替え品を替えて工く夫ふうして、起こすひかげ。

　いろいろな局面で、ひかげは、学んでいた。




「人生は、工夫である」

　お習字で書いて、心に刻んでいる。座右の銘と言ってもいい。




「昨日帰りが遅おそかったのはわかるけど、早くしないと遅ち刻こくしちゃうよ」

「ふがっ、最近、残業がきつくてぇ～、パワーがでないのぅ～」

「ご苦労様。じゃあ、今夜は美味おいしいもの何か作るよ。今日は、スーパー特売日だし」

「ありがとうぅ～。ひかげちゃん～」

「ほら、早くパン耳ピザ、食べないと冷めちゃうよ」

「は～い」




　宮河家にとって、このパン耳ピザというのは、まさに救世主的メニューなのである。

　パンの耳にマーガリンやマヨネーズ、ケチャップ、それらの具とチーズをのせるだけで、あら、不思議、限りなくピザに近いものができあがるなんちゃって料理だ。




　ひかげ自慢のアイデア料理、まさに「人生は、工夫である」のひとつなのである。




　ひなたに朝食を作り、早々に学校へと向かうひかげ。

　まずは、ポストに入っているスーパーのチラシを手にする。

　そして、毎日、決まって同じ時刻に隣りん人じんのサラリーマンと一いつ緒しよになる。




　軽く朝の挨あい拶さつを交かわす二人。

　ひかげは、スーパーのチラシを、男は新聞の株式欄らんをチェックしながら歩く。




「ん～～～。この株はやっぱり買いかな」

「相変わらず、こんにゃくともやしの値動きは低め安定ですな」

「ほおぉ、この前買ったの、株価、ものすごく上がってるな。売りか…」

「ああ。やっぱり牛肉は安くなってもここで下げ止まりか…」




　そして、声をそろえて、

「相変わらず市場は厳しいな」

　二人して、総そう括かつすると、互たがいに別々の道を歩んでいくのであった。
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　通学路にはきまって、緑のおばさんの姿がある。

　子供達の通学を見守ってくれる、いわば守護神的な役割を果たしているのだが、見た目はどうみても、道祖神…。




「おはようございます。はい、赤信号、とまって～」

　旗をふりふり、道祖神…じゃなくて、緑のおばさんは言う。

「は～い！」

「いい？　近ちか頃ごろ、学校近くに変な人がうろついているらしいから気をつけてね」

「変な人、ですか？」




　思わず興味を持つひかげ。

　すると、おばさんも眉まゆをひそめて答えるのだった。




「そう。『道がわからないから一緒にきて教えて』とか言って車に誘さそったりね。あと、最近はカメラだけじゃなくて、携けい帯たい電でん話わやスマホでも写真撮とる人が多いから、おかしな素そ振ぶりしてる人がいたら注意してね」

「なんで～」




　低学年の子供達の無む邪じや気きな質問に、道祖神…じゃなくて、緑のおばさんは、答えに窮きゆうする。

「えっとね…」

　ひかげが、おばさんの代わりに言い放つのだった。

「要は盗とう撮さつってことですよね」

「とうさつ～？」

　おばさんは、ひかげの大人びた様子に戸と惑まどいながらも、

「…ひかげちゃん、どこでそんな言葉覚えてくるの」

「生活が教えてくれるんです」

「………あ、そう」

　おばさんは尚なおも続ける。

「とにかく、風景とか撮る振りをして皆みんなみたいな子を撮ってる事があるから、気をつけてね」

「わかりました」

「は～い!!」

　子供達が納なつ得とくしたところで、信号も変わる。

「あっ、青よ。はい、皆元気よく、行ってらっしゃい」

「とうさつ♪　とうさつ♪」

　元気に歌いながら、横断歩道を渡わたっていくのだった。




　しばらく歩いたところで、ひかげはいきなり背後から声をかけられた。

「えぇと、キミ、ちょっといいかな？」

「はい？」




　振り返ると、そこには首からカメラを提さげた中年の男が立っていた。

　いかにも人のよさそうな微笑ほほえみをたたえているが、いや、かえってそれが世を欺あざむく作り笑え顔がおである可能性が高いとも感じられる。

　さっきの話で聞いた『盗撮男』。

　まさにそれが具現化した存在にも見える。

「キミ、この辺の小学校の子だよね？　ちょっと道を教えて欲しいんだけど…」




　ひかげが何も答えずにいると、遠くで、生徒達の、

「とうさつ♪　とうさつ♪」

　という声がこだましている。

　次の瞬しゆん間かん、ひかげは、

「し、失礼しま～す！」

　と言うと、逃にげるようにその場を走り去るのであった。

「え？　え～～～～!?　まだ何も言ってないのにぃ～!?」

　ひかげの自分を恐おそれているかのような態度に戸惑っていると、

「ちょっと、そこのあなた！」

　いきなり、厳しい声が飛んできた。

「え？　はい？　な、なんですか？」

　声のする方を見ると、そこには道祖神…いや、緑のおばさんが立っていた。

「あなた誰だれ？　名前は？　カメラなんて持って何してるの？」

「え？　あ、泉…そうじろう…っていいまして…ちゃ、ちゃんと取材許可とってきたのに…『時の鐘かね』とか『一番街』『大正浪ろ漫まん通』とか聖地を…ね…撮さつ影えいしたいと」

　しどろもどろで答えるのであった。
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　朝からさんざんな目に遭あったなぁ…とため息交じりに教室に入ると、いきなり、クラスメイトのゆきなが話しかけてきた。




「おはよー、さっそくなんだけど、ひかげちゃんは、犬派？　猫ねこ派は？」

　唐とう突とつな質問に面めん食くらいながらも、ひかげは考える。




「え？　そうだな」

　ふと、思い出すひかげ。

　前に捨て猫ねこ騒そう動どうがあった時、たしか、ゆきなは家で犬を飼っているから、子猫を飼うのは無理…とか言っていたっけ…。

　結局、子猫はやはりクラスメイトのだいすけの家で飼われることとなったのである。

　ということは、やっぱりゆきなは犬派なのだろう。




「ゆっきーの家は犬飼ってたよね？　ってことは、やっぱり犬派？」

「どっちも好きなんだけど…どっちかを選ばなきゃいけないなら、そうなるかな…？」

「なるほどね～。犬のどういうところが好きなの？」

「う～ん、うちの子で言うと、呼んだら、すぐに尻尾しつぽを振ってくるところとか、感情がすごくわかりやすいところかな～」




　ひかげは、その様子を思い浮うかべてみる。




　ゆきなが犬に向かって、

「おいで～っ」

　と言うと、恐らく犬は、

「行くぜ、俺！　俺、ゆきなちゃんのところに一目散に行くぜ!!」




　なんとなく納得するひかげ。

「あ～、わかるかも。喜び全開！　みたいな。えりりんは？」

　同じくクラスメイトのえりかにも話題を振る。

「あたし？　どっちかっていえば猫かなぁ？」

　えりかの言葉にゆきなは、

「えりちゃんは、なんとなくそうかな～って思ってた」

「えへへ、気分次し第だいで寄ってきたり寄ってこなかったりの気まぐれな感じが好きなんだよね～」




　再び思い浮かべてみるひかげ。




　えりかが、猫を呼んでいる。

「ちっちっちっち、おいでっ！」

「いや、今、そういう気分じゃないし、ごめん」




　再び納得するひかげ。

「ふーむ。どちらかを選ぶことで、二人の性格が出るよね」

　ひかげの言葉に、「え？」となるゆきなとえりか。

「なんか、犬が好きな人は構ってくれる人が好きで…猫の好きな人が、逆にマイペースとか」

「なるほど！　確かに恋れん愛あいで言えば、犬好きは『尽つくすタイプ』で、猫好きは『追いかける恋愛』みたいな感じもするよね！」

「そうなのかな…あ、じゃあ、ひかげちゃんはどっち？」

「わっぴーは猫じゃん？」




　と、女子トークに花が咲さいているところに、だいすけが割り込んできた。

「宮河はブタだろ」

　と言って鼻で笑った。

　無神経なだいすけに、えりかが怒おこる。

「入ってくるなよー。そういう話してるんじゃないし」

「でも、ブタって…なんでよ」

　ムキになるひかげに、だいすけはさらに続ける。

「ペットっていうか非常食になるじゃん」

「一いつ緒しよにいたら愛着がわいて食べられないと思うけど…」

　と、助け船？　いや、泥どろ船を出すゆきな。ゆきな、そこは違ちがうだろう…。

　しかし、ひかげは、そんなだいすけとゆきなの言葉に、真しん剣けんに考えている様子だ。

「そういう意味で言うなら………牛の方が…」

「牛？」

　一同、怪け訝げんに思うと、

「だって、一頭、家にいれば、牛乳もただで飲めるしー、本当に困ったら……（にこにこうっとり、ごくり）」




　思わず、脳内に鉄板が浮かぶひかげ。

　至福の顔。

　慌あわててひかげの頭の上に浮かんでいるであろう妄もう想そうを振ふり払はらって、えりかが叫さけんだ。

「わっぴー、それ以上はヤバい！　帰ってくるんだ」
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「宿題の作文、『将来の夢』について、皆みんな、書いてきたかー？」

　担任の大おお沢さわ先生に問われて、皆、「はーい！」と良い返事をする。

「よーし、じゃあ何人かに読んで貰もらおうかな」

　と言うと、今度は皆、「えぇぇぇぇ～」とざわめいた。

　しかし、そんな皆の様子にひるむことなく、大沢先生は作文発表を始めるのだった。




「じゃあ内海うつみ、よろしく」

　そう指名されて、ゆきなは席を立つ。

「はい。『将来の夢』。内海ゆきな。私は将来、医師になりたいと思っています。できれば、国内の医師の不足している地域や、海外の医い療りよう施し設せつに勤務して、人の役に立てる医療に携たずさわりたいと思っています」




　ゆきなの切々たる思いが綴つづられた作文に、感かん嘆たんのため息が教室を満たしていく。

　大沢先生も感心した様子で言うのだった。

「おお、内海の志は想像以上に高いなぁ」

　そこで、お約束でだいすけが茶化す。

「お前、二年の時と夢変わってんじゃねーか！　ケーキ屋さん、どこ行っちゃったんだよ！」

「そーゆーあんたはどうなのよ？」

　えりかが、ゆきなの代わりに反論する。

　すかさず、大沢先生がだいすけに向かって、

「じゃ、次はせっかくだから水みず島しま、行ってみよ～」

「ちょ、こういうのの後は、読みにくいよ、先生～」

「あ～、先生もその気持ちわかるぞ～。カラオケとか行った時、ものすごい上手うまい人の後に、自分の曲が入っちゃってると、ひたすら気まずいもんな～」

「先生、歌下手へたなの？　一曲、歌ってみてよ！」

　だいすけは、なんとか、作文を発表することから、逃にげようと必死だ。

　だいすけの音おん頭どで、はやしたてる生徒達。

「うたえ！　うたえ！」

「ひゅーひゅー」

　しかし、全くその手には動じない大沢先生。

「はいはい、先生の美声が聞きたい人は放課後に集合」

「ちぇ～」

　作戦失敗のだいすけである。

「さ、水島、はりきって読んでみよーか」

「……『将来の夢』水島だいすけ。将来というのはいつからが将来なんだろう。もし、明日から将来なら、僕は、毎日、ちょっとずつ楽ができるようにして、将来はすごく楽に過ごせるようにしたいです。以上」

「…よし、水島、具体的にどういう風に楽できるように行動して、将来どう楽がしたいのかを、もう一度作文に書くという宿題を特別に進しん呈ていしよう」

「でーっ！」

「わは、やぶ蛇へびだったね、水島！」

「ちっくしょ～」

「後、何人かいけるかなー？　次、じゃあ、宮河」

「はい」

　作文を手に立ち上がるひかげは、朗々と作文を読み始めた。

「『将来の夢』、宮河ひかげ。ここでいう『夢』というのは職業、つまりお金を稼かせぐ手段のことだと思います」

　ひかげの作文の出だしを聞いて、大沢先生は思う。

（ああ、宮河～～～のっけから身も蓋ふたもないな……）




「大きな夢を持ち、それに向かって頑がん張ばる事は、素す晴ばらしい事だと思います。でも、お金を得るための手段だからこそ、私はあえて地に足が着いた目標を持ちたいと思います」




（宮河らしいと言えばらしいなぁ）




「そこで、まずはどんな職業がいいか、安定と繁はん栄えいをキーワードにして考えてみた結果、政治家、弁護士、公務員などが良い目標になると思いました。いずれも簡単にはなれない職業ですが、頑張っていつかこれらの職に就つけたら、我家も安定するのではないかと思います」




（ここに着地するのが、いかにも宮河だよな…）




「ただ、姉を見ていて常々思うことがあります。それは、人間の幸せとはお金ではないのだと。たとえお金がなくても、心を豊かにすることはできるのではないか。私の結論は、安易に豊かさを求めたりはせず、清貧に生きていくことこそ肝かん要ようだということです」




　言葉の意味がわからないだいすけが、突つっ込みを入れる。

「せいひん～？」




「常に慎つつましく、身の丈たけに合った暮らしを送り、贅ぜい沢たくは言わず、雨にも風にも嵐あらしにも、不ふ況きようにも物価の高こう騰とうにも負けない強い精神を養いたい」




「宮みや沢ざわ賢けん治じかよ！　宮河だけに」

　タカ＆なんとかばりの突っ込みだ。




（いや、宮河、小学生なんだから、もう少し肩かたの力、抜ぬいていこう～！）




「結論として、人間は現実を見つめ、目標を持ち、さらに、多少の苦労をあえてする生活を送る方がいい。『貧びん乏ぼうだけど、元気です！』と言い切れることで幸福を感じる。私は将来、そんな風に生きていきたいと思います」

（こりゃ、大物になるかもな）




　ひかげの作文に感心する大沢先生だったが、気を取り直して、

「宮河、よくできました。じゃあ次は…お？　何かソワソワして読みたそうな顔してる津つ沼ぬま。いってみようか」

　と言った瞬しゆん間かん、終業を告げるベルが鳴る。




「おっと時間か、じゃあ、今日はここまで」




　がっくりする津沼に突っ込むだいすけ。

「え？　お前、読みたかったの？」
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　抜けるような青い空が室内プールの窓から見える。

　その空と同じように青いプールの水が揺ゆらめいている。

　ピーッと少しエコーがかかったホイッスルの音が響ひびいた後、小こ泉いずみ先生の声がした。




「はーい、それじゃ、シャワーを浴びたらプールサイドに集合ですよ～？」

「よーし皆みんな、一列に整列な～？　危ないから走ったらダメだぞー」

　いつもより、ややテンションが高い大沢先生。

「いぇ～～～～～っ！！！」

　いつもと同じ、いや、いつも以上、はしゃいでいるだいすけ。




　次の瞬間、つるっと滑すべって転ぶだいすけ。




「いってぇ～～～！！！」

「みずしま～～～～！　今言ったばっかりだろ（汗）。いいかー、プールは楽しいけど危ない事も多いからはしゃぎ過ぎないことー」

　そんな大沢先生の注意など、どこふく風。

　ばしゃーん!!

　思いっきりプールに飛び込むだいすけ。

「いってぇー！　腹うった！」

　そんなだいすけにさらに注意を促うながす大沢先生。

「こーゆー時、男子は水島みたいに格好つけて飛び込みをしたり何かと目立つ事をしたがるけど、場合によっては命に関かかわる事故になりかねないのでルールを守れない人はプールサイドで見学なー？」




　ざぶーん！

　そんな言葉など、どこふく風。

　だいすけは、潜せん水すいをしている。




「水島ー、もぐって聞こえない振ふりしてもダメだぞー。あと、潜水も危険行こう為いだからなー」

　ざっばーともぐっていただいすけが飛び出してくる。

「あにゃひみゅしゅぎゃひゃひぃひゃぁぁぁ」

「『鼻に水が入ったって』お前なぁ」

　必死に注意する大沢先生に、

「元気ですね～、男子」

　と笑え顔がおで言う小泉先生。




　水着姿がとっても魅み力りよく的な小泉先生が、これまたとっても魅力的に微笑ほほえんだ。

「まったく、男子はすぐお調子に乗るから」

「あの、世間では、中２病とか言われてるじゃないですか」

「はぁ、まぁ」

「私、小４病っていうのもあるような気がするんですよね」

「はぁ…どんな症しよう状じようなんですか？」

「なんか、好きな女の子に対して、気を引くような事を言ったり、したり、それと、確かにさっき先生がおっしゃったように、カッコつけたり、それが、割とわかりやすかったり…」

「………」




　小泉先生は、微笑んだまま何気なく言っているのだが、大沢先生にとっては、

「これ、むしろ、小４病と称しようして俺のことを言っているのではないか」

　という錯さつ覚かくになぜか襲おそわれていた。




　そういう意味では、男は一生、小４病なのかもしれない…。
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　プールサイドの小泉先生の水着姿を見て、思わずえりかが唸うなった。




「ふうむ。見事な…」

「え？　何が？　えりちゃん」

「やー、小泉先生の胸いいなーって」

「ああ～」

「牛乳とか飲んだからかな？」

「よく聞くけど……牛乳は身長だけ伸のびたっていう話もあるよ？」

「そっか。じゃあ、メロンとかスイカとか？」

「それは…あまり関係ないと思うけど…」

「そー言えばくーちゃんとかもおっきいよね」

　えりかの言葉に、ゆきなとひかげの視線が、同級生のくーちゃんの胸に注がれる。




　ぽよんぽよん。




「やだ～!!　何、見てんのよ～」

　ひかげ達の視線に気づいたくーちゃんが、恥はずかしそうに言う。




　くーちゃんの話によれば、やはり、牛乳は毎日飲んでいて、メロンとかスイカは、当たり前だが、毎日は食べていないそうだ。




「あと、ヨーグルトも毎日たべるって」

「乳製品か…乳だけに…」

「うまいね♪　えりちゃん」

「にしても、羨うらやましいよね、わっぴー」




　胸談義の最中、ずっと黙だまったままのひかげに気づいたえりかが、話題を振ると、いきなり我に返るひかげ。

「え？　何？」

「興味なしかーっ」

「ごめん…」




　ひかげは、考えていた。くーちゃんの胸ではなく全く別のことを考えていたのだ。

（…このプールの水で、何回、洗せん濯たく機きまわせるかなぁとか考えちゃってたわー）
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　ホイッスルの音。

　そして、鈴すずの音のような小泉先生の声が、室内プールにこだまする。




「今日のプールはここまででーす」

「着き替がえる前にちゃんとシャワー浴びて目も洗ってください。それと、プールサイドは走らないように」

　小泉先生が、注意している先から走り出すだいすけ。

「俺が一番のり！」

　思わず、そんなだいすけを注意する大沢先生。

「こら、また水島、走るなっ！　待て!!　……おわっ」




　つるっと滑すべって、ステンと転ぶ音。




　転んだのは、だいすけではなく、大沢先生であった。




「いてててて…」

「大沢先生？　危ないからプールサイドを走ったら、ダメですよ～」

　そう、小泉先生に叱しかられる大沢先生。




「で、ですよね……」

（結局、いいところ見せてないな、俺）
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　終業を知らせるチャイムの音が教室に響ひびいている。

　皆みんな、ランドセルに教科書やノートを詰つめている。




「わっぴー、今日、水島んちに猫ねこ見に行くんだけどさー」

「わ、いいな～。ずいぶん大きくなったんだろーねっ」

「一いつ緒しよに行かない？」

「行きたいけど、今日はこれから戦場に行くことになってるんだ」

「せ、戦場？　なんぞ？」

「スーパーの特売。下校時間に行くとちょうどタイムセールがあるからね」

「確かに戦場だね、うん」




　だいすけが、またチャチャを入れる。




「そりゃ、お前にとっちゃ猫どころじゃねーよな。死活問題だしなー」




　小４病に冒おかされているだいすけの心中を察しているゆきなが口を開く。

「…残念だね。だいちゃん。ひかげちゃん、来れなくて」




　ゆきなに言われて、わかりやすく否定するだいすけ。




「残念なのは、俺じゃなくて宮河だろーがっ」




　そして、そんなだいすけの気持ちに気づくはずもないひかげは、ランドセルを背負うと、

「じゃあね。猫ちゃんによろしく」

　バイバイと手を振ふって、去って行く。




　好きな女の子についつい意地悪したり、憎にくまれ口をたたいてしまう男子。

　当の女の子は全くと言っていいほど、そのことに気づいていない。

　しかし女の子の友達こそ、実は、その男の子のことが好き。

　ああ、数年後に青春ラブコメになりそう！

　その時はその時なのかな。




　夕暮れに染まる街を戦場＝スーパーへと向かうひかげ。

（今朝、お姉ちゃんに美味おいしいもの作ってあげるって約束してたんだった。何にしよう…）

　夕方のタイムセールにはちょうど良い時間だ。

　朝、チェックしたスーパーのチラシを眺ながめつつ照準を絞しぼるのだった。




　スーパーでのタイムセール。

　夕方になると、精肉コーナーの商品は30％引きになる。

　ディスカウントされた商品に群がる強者達（と書いて、主婦と読む）。




　さながら、アメフトだ。

　スーパーの店員が安くした精肉商品が、綺き麗れいにスパイラルがかかって棚たなへと戻もどされる。

　それをキャッチするタイミング。

　棚に置かれるすれすれのパスを受け、それを手にしたら、まっすぐゴール（レジ）に向かって、サイドラインぎりぎりに走って行く。

　そして、目め出で度たくゴール！




　アキレス腱けんを伸のばし、手首のスナップをきかせつつ、スーパーの店内に入っていくひかげなのであった。







　ちょうどその頃ころ、店内ではあのスーパーアイドル小こ神がみあきらが、驚きよう愕がくしていた。

「小神さん、じゃあ、ここでお願いします」

「はい…えっと…ここですか？　あのステージは？」

「ステージ？　あっ…デモンストレーションのテーブルならここです。ここでジュースを作っていただいて…」




　店員の言葉に思わず耳を疑うあきら。

「（啞あ然ぜんと）…はぁ……え、えーと、すみません、あっ…急に着信が……。ちょっと失礼しますね～」




　一応、店員に愛あい想そ笑いを向けつつ、急いで携けい帯たい電でん話わを手にするあきら。

　電話は所属事務所からだった。

「あっ、あきらですけどぉ、マネージャー？　ちょっと、どうなってるの？　今日の仕事？　なにこれ？　スーパーの店内でジュース売れとか寝ね言ごと、言われてるんだけど、あたし。これってなんかの間ま違ちがいよね？」




　そこへ、やってきた謎なぞの人物？　が、偉えらそうにあきらの肩かたをぽんぽんと叩たたいている。




「今、電話中なのでサインなら後にして」

　振り返らないまま答えるあきらは、電話の相手にまくしたてる。

「はぁ？　スーパーのアイドル小神あきら？　何、あんた勝手に『の』入れてんのよ！　それで、今回の新曲キャンペーンはスーパーまわるって、それマジで言ってるの!!　あたしひとりで、ジューサーの展示販はん売ばいしてたら、これ、単なるデモンストレーターじゃないの!!　あんたバカなの!?　キャンセルよ！　キャンセル！　こんな仕事、あたし、やらないから！　え？　アシスタントつけてる？　そっちに行ってるはずだけどって？　来てないわよ？　誰だれ？」

　すると、さっき肩を叩いていた人物が、再びあきらの肩を叩いて、

「にゃんだろう見参!!」

　わけのわからないポーズを取った着ぐるみが立っていた。

　啞然とその姿を見つめるあきら。

「…………かけ直すわ」

　そう言うと電話を切り、どっからどうみても猫の着ぐるみにしか見えないにゃんだろうと対たい峙じする。

「お待たせしましたぁ!!　にゃんだろう、一生のふかーく!!　スーパーのアイドル小神あきら様より、後に仕事場到とう着ちやくなど、だんだんじてじて許されな～～い!!　もうしわけなく～!!」

「あんたなの？　今日のアシスタントって？」

「いかにも。よろしくお願いたてまつりそうろうですます」

「日本語？」

「にゃんだろうくん、誠心誠意、あきら様にお仕えし、猫だけど獅し子し奮ふん迅じん、頑がん張ばらせていただく所存であります。なんといっても、スーパーのアイドルあきら様のアシスタントとは光栄至し極ごく！」

「…あのさ、さっきからなにげなく二回も言ってる、そのスーパーのアイドルの『の』はいらないから。あきらは、スーパーアイドルなの！　そんなわけのわかんない『の』が入っちゃったから、ここでデモンストレーターまがいの営業しなくちゃいけなくなっちゃったんでしょ!?　ったく、あたしの売り方、ここじゃ全然、生きないでしょ」




　店内にはまばらにしか客はいない。




「何をおっしゃるマイハニーバニー!!　うさぎさん！」

「うさぎ？」

「あきら様ほどのアイドルなら、いわゆるアイドルに夢中な男性諸氏層には盤ばん石じやくな構え！　ここはひとつ、ややウィークポイントと思われる主婦層のハートを鷲わし摑づかみにする好機と思われるわけで！　ここで結果を出すことができれば、あきら様が以前から、狙ねらっている、そうその射程圏けん内ないの当たらずといえども遠からずである、あの年末の『あかしろ歌の祭典』に参戦が可能なのである!!」




　手をひらひらさせて、あきらを仰あおぐにゃんだろう。

　その仕草にちょっと乗せられてしまうあきら。




「そうかしら？」

「ざっつらいと～～～！」

　よいしょの神様、にゃんだろうはそう答えた。

「わかったわ」

　そう言うと再び電話をするあきら。




「ああ、あきらよ。とりあえずは今日のところはやってみることにするわ。ええ。あんたの顔をたててあげるんだから、ありがたいと思いなさいよ～」




　あきらが電話をしている間に、さっそくデモンストレーションを始めているにゃんだろう。




「このにゃんだろうくんめが一いち推おしのリコメンドは、この品物だ！　地じ獄ごくの釜かまの縁ふちに立った人間が、一口飲めば、天国へ奇き跡せきの昇しよう天てんを果たすと言われる驚きよう異いの若返りアンチエイジングジュース!!　試ためされよ！　人間共よ！」




　電話を切ったあきらも、さっそくいつものアイドルスマイルを顔に貼はり付け、にゃんだろうに続く。

「いかがですか～、お客様♪」

「あれ？　あんたどっかで見たことあるわね」

　すかさず、にゃんだろうがセールストークを炸さく裂れつさせる。

「このお方こそ、アイドル界の頂点に立つズバリ、スーパーのアイドルそして地獄の魔ま術じゆつ師し…小神あきら様！」

「だから、『の』はやめて。っていうか、なんか変なの盛ってない？」

「えっ!?　小神あきらなの？　本物!?」

「はい。あきらは正しよう真しん正しよう銘めいのあきらです！」

「燦さん然ぜんと輝かがやく永遠の現げん役えき中学生のあきら様、この小さき身体からだに漲みなぎる闘とう志し！　腹の中で渦うず巻まく暗あん黒こく雲うん」

「言い過ぎでしょ…じゃなくて盛るな」

「あきら様、御おん自みずから、展示販売するジュース、控ひかえおろう！　民たみよ!!　飲み尽つくせ！　民よ！　そしてあきら様の下に跪ひざまずくが良い」

「…あのさ…」

　さすがに呆あきれるあきらなのだが…。

　全然、意に介しないにゃんだろう、それどころか、お客のハートを摑つかみ、展示販売は大盛せい況きようになっている。

「毒どく蝮まむし…なんとか？　に匹ひつ敵てきする、主婦キラーね」




　あきら様、喩たとえが昭和です。




「さあさ、皆みなの者、スーパーアイドル、小神あきらである！！！！」

（こ、こいつ…できる）

「（可愛かわいく）ジュース、いかがですかぁ！」

「あきら様、最高ですぅ！！！！」

「ありがとうございますぅ!!」




　その頃、精肉コーナーで、ひかげは今か今かと決戦の時を待っていた。

「あれ？　いつもより、全然、人がいないな。どうなってるんだろう？」

　と、少し離はなれた場所にある展示販売コーナーから、歓かん声せいが聞こえる。

「あれ？　なんか、今日、やけに展示販売が賑にぎわっているけど、何なんですか？」

　ひかげの問いに答える店員。

「あ？　あれ？　小神あきらっていうアイドルが、ジューサーの展示販売やってるんだよね」

「へぇ、そうなんですか。アイドルなのに展示販売って…でも、そのおかげで、今日のタイムセールは私の独どく壇だん場じよう!!」




　結局、ひかげはまるで不戦勝で決勝戦まで行っちゃったかのように、ボールという名の豚ぶたバラ肉を手にして、無事、レジという名のゴールへと向かうことができたのであった。




　その夜。

　宮河家の食しよく卓たくに並んだのは…。




「はい、今夜は、こんにゃくおでん……だけじゃなくって、豚バラ串くしもつけました」

「あらぁ、美味おいしそうねぃ～」

「今日は豚バラが特売だったし、さらにタイムセールで買ったからすごく安く付いたんだよね。いつもだったら、売り切れちゃってるか、残っててもタイムセールで勇ゆう猛もうなグラディエーターに負けちゃうんだけど」

「うん？　どういうこと？」

「小神あきらがやってた展示販売のおかげで、タイムセールはそっちに戦士が移動してて、私の独壇場だったんだよね」

「へぇ。小神あきら、スーパーに来てたのぉ～？　私も会いたかったなぁ～」

「うんなんか言ってることが支し離り滅めつ裂れつな猫と一いつ緒しよに。でもさ、アイドルも結構、大変だね～。そういえば、あきらちゃん、前には陵りよう桜おう学園の文化祭に来ることになって観に行ったんだけど、日にち間違ってた…なんてことあったよね」

「そうそう、それなんだけどね、今年もその文化祭に来るみたいよぉ～」

「へぇ～、あっ、もう豚バラ串、大だい丈じよう夫ぶだよ」

「いただきますぅ～」




　スーパーの仕事もすっかり終わり、駐ちゆう車しや場で缶かんコーヒーを飲みながら、あきらとにゃんだろうは一息ついていた。

「はくしょん！」

　くしゃみをするあきらを案じるにゃんだろう。

「むむむ、風邪かぜか？　明日はテレビの収録があるというのに。ささ、風邪薬をば」

　ポケットからクスリを差し出すにゃんだろうに、感心するあきら。

「あんた気が利きくわね」

「当たり前…のビスケットである」

　にゃんだろうのそのギャグはもう死語である。

「あ～、なんかさ、あんたのヘソのごま？　煎せんじて飲ませてやりたいヤツがいるんだけどなぁ。前やってた番組のアシスタントなんだけどね」

「…それを言うなら爪つめの垢あかでは？　が、しかし、果たしてこのにゃんだろうにヘソはあるのか…否いなか」

「まぁ、いいわ。あんた使えるから、しばらくアシスタントにつけるって事務所に言って…」

　ところが、いきなり慌あわて出すにゃんだろう。

「おっと、いけねぇ。そろそろ収録時間だぁ。今日はってぇと…Ｗダブルヘッダーは大変だけど…」

「え？　ちょっと？」

　怪け訝げんな顔のあきらを尻しり目めに、

「人生はマラソンなり。苦しい時は歩けばいい。じゃ、おつかれやんしたぁ～」

「はい？　ちょっと…」

　にゃんだろう、猫ねこなのに、脱だつ兎とのごとく走り去るのであった。
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[image: 16ぺこ『週末の苦悩』]







　その夜のひかげは、パチパチとソロバンをはじいて、大きなため息をついていた。

「どうしたの？　ひかげちゃん？　そんなため息、ついたりして。ため息の数だけ、幸せは逃にげていっちゃうのよぅ～」

　さすがに、かちんとなるひかげ。

「あのね、ため息の原因はお姉ちゃんの無む駄だ遣づかいなんだけど？」

「無駄じゃないのにぃ～」

「見て！　この家計簿ぼ」

「まじまじ…ふうん…へぇ」

「なに感心してんの!?」

「だって、ひかげちゃん、ソロバン塾じゆくとか行ってないのに、よく計算できたなぁって」

「今時ソロバン塾行ってる小学生もそんないないでしょ…」

「お利口さんねぃ～」

「って感心されてもね。今の社会で、ソロバンの腕うでを評価されても、嬉うれしくないし。そんなことより、今月もやりくり大変だったな～。でもこれで、週末をカレーとか一品物で切きり抜ぬければ、少し余よ裕ゆうが…」

「ねぇ。ひかげちゃん、少しだけ余裕があるのだったら、お願いがあるんだけどぅ～」

「何？　お金がかからないことだったら何でもいいけど…」

　その言葉ににまりと笑うひなた。
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[image: 17ぺこ『元を取る！』]







　そこは前に一度、姉妹で訪おとずれたことのある場所だった。

　陵りよう桜おう学園高等学校。




　文化祭の看板がかかげられている。

　賑にぎわう校内にアナウンスの声が響ひびいている。

「皆みなさん、こんにちは、こちらは陵桜学園高等学校文化祭事務局です。本日は我が校の文化祭にお越こし下さり誠まことにありがとうございます。どうか、存分にお楽しみいただければと思います」

「お姉ちゃん？　ここ…」

「そう、前に一度、日にちを間ま違ちがえてきたことがある高校の文化祭よ。今年もまたあきらちゃんが来るって聞いて～…せっかくの機会だし、今度こそひかげちゃんと一いつ緒しよに楽しめたらなーってぇ……」

　ひかげは正門でもらった案内パンフレットに目を落とし、

「………その小神あきらだけどさ。昨日の、生徒オンリーの日のみの催もよおしもの、ってこの日程表に書いてあるんだけど」

「がびーん!!」

　ひなたとは別のショックをひかげは感じていた。

「…同じく、がびーん…高い電車賃、かけてきたのに…よおし、こうなったら…」

　元を取って帰る！　となったら、『時は金なり』、一分たりとも無駄にはできない。

　はやる気持ちがひかげを足早にしていた。




「え？　あっ、待ってぇ、ひかげちゃん、どうしたの？　急に急いでぇ～？　おいてかないでぇ～」
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[image: 18ぺこ『廃部寸前の軽音楽部を楽器経験の無い女子生徒が復活させるのってのに、影響された？』]







　その頃ころ、音楽室では、この学校の卒業生である高たか良らみゆきがピアノを華か麗れいに奏かなでていた。

　それに感激する柊ひいらぎつかさ。

「ゆきちゃんすごい、ピアノも弾ひけるんだ～」

「しかも上手うまいよね」

　つかさの双子の姉のかがみも同意した。

「一応、教職課程も取っている関係で、教育実習のために必要かなと思いまして、みなみさんに習ったんです」

「医学部なのに教職課程まで取ってるの？　すごいわね」

「教育実習ってもうやったの？」

「はい。でも、ピアノを披ひ露ろうする機会がありませんでした」

「そっか～」

「なんか、みゆきらしいわね……それにしても、言い出しっぺのくせに遅おそいわね」

「（心配そう）こなちゃん、何かあったのかな？」

「どうせ、あいつのことだから…」




「はっくしょ～～～ん！」




　盛大なくしゃみと供に、噂うわさの泉いずみこなたがやってきた。

「ちくしょーめ。お三方、早くも誰だれかが噂をしているみたいだよ！」

「こら、遅いぞー」

「いやー、電車がモロ混こみでー。とりあえず、着き替がえよっか？」

「電車が混んでても遅おくれないぞ…。というか本当にやるのか。カラオケでちょっと一緒に歌っただけで、楽器とかの練習なんてしなかったから冗じよう談だんかと思ってたのに！」

「私、楽器なんてできないんだけど…ゆきちゃんがピアノ弾けるから…」

「だいじょーぶ！　楽器は必要ないよ。バンドはエアでも充じゆう分ぶんだというのは金色の爆ばく弾だんが証明してくれている！」

「私、最初、あのバンドのメンバーのお名前を聞いた時、レンジャーズのピッチャーの方かと思っていました」

　博学だが天然のみゆき。

「今やどっちもメジャー、って事で」

「…っていうか、エアバンドって、もはや罰ばつゲームだよなこれ…」

「文句言わない。てことで、はいこれ。制服がユニフォームってもはや定番だよね～」

「って威い張ばって言われても、どうせ、何かのアニメに影響されてるんでしょ」

　いつものようにかがみがこなたに突つっ込んでも、

「間違っても、廃部寸前の軽音楽部を楽器経験の無い女子生徒が復活させるのに影響されたとかじゃないよ？　ほんとだよ？　言っちゃダメだよ？　ファンに怒おこられるから」

　全く動じないこなた。

「そ、そうなんだ」

　と、すっかり納なつ得とくしてしまうつかさ。

　相変わらずの四人組である。

　高校を卒業してからは、皆、別々の進路を歩んでいるのだが、こうして全員で顔を合わせると、すぐに、あの頃のように会話ができるから不思議だ。




「まぁとにかく着替えよっか」

「それもそうだけど、楽器の弾き方とか　全体的な動きの確かく認にんとかしなくちゃでしょ。いくらエアバンドっていってもそれっぽい動きはしないといけないんだし」

　心配そうにかがみが言うと、

「ちっちっち、かがみん。私達に、そういうのは求められてはいないのだよ」

「え？　そうなのですか？」

「そうだよ、かがみ、髪かみはツインテにしてね」

「はぁ？」

「つかさのカチューシャはこっちの方がいいと思うよ」

「そ、そうなの？」

「みゆきさんのメガネはこれ」

「は、はい」

「じゃ、着替えたら、さっそく、ステージだよ」

「ちょっと、リハーサルは？」

「私達に求められてるのはビジュアルだからね～。楽器は弾き真似まねでいいんだよ」

「いやいくらエアって言ったって限度があるだろ…。練習がこの前カラオケＢＯＸで一回流しただけって」

「いや、あれは練習っていうよりも儀ぎ式しきだよ」

「ぎ…は？」

「歌なんて私達素人しろうとが数回練習したくらいでどうにかなるような問題じゃないよ？　それよりもこういうので大事なのは皆みんなで一つになって盛り上がる、盛り上げるための共通の意識！　ソウルと言ってもいいね。それを確認しあったのがこの前のカラオケであって、それは多ければいいってもんでもなくてとにかくガムシャラになれる頃ころ合あいが大事なのであって、それはいつか？　っていったら、今でしょ！　というわけでね」




　完全なる詭き弁べんである。




「よくわかんないけど、凄すごいね…」

「そうですね、なんとなく一理あるような感じもするのが…」

「いやまぁ、約束だしやるけどね。しかし制服って…って、あいたっ！　何、髪、ひっぱってんのよ」

「ほら、ツインテはもっと高い位置！」

「もうっ!!　離はなせ！」




　あれ？　懐なつかしいよな、この会話。







[image: 19ぺこ『ドーナツ大サービス』]







　さすがに文化祭、いろいろなお店がところ狭せましと並んでいる。

　とくに飲食店の模も擬ぎ店では、美味おいしそうな料理の数々が、とっても安価で売っているので、宮河姉妹にとっては、ありがたい限りなのである。




「へぇ、文化祭の模擬店って思ってたよりもすごいね」

「でしょうぅ～？　しかも値段も普通のお店の半額以下なのよぅ～。大だい丈じよう夫ぶだって。明日の分も買っていっちゃいましょうぅ～？　お団子とか、お団子とか、お団子とか…おいしそうねぃ～」

「でも、こういうところで売っているものは、防ぼう腐ふ剤ざいとか入ってないだろうし、あまり日持ちしないと思うよ。だから、買いすぎはかえって、もったいないことになっちゃうからダメだよ！」

「えぇ～」

「お金、明日の食事分はちゃんと残しておかないとね」

「そうねぃ…。でも、できるだけお腹なかに入れて帰りましょうぅ～」

「何でよ」

「だって、冷蔵庫に入れるのも、お腹に入れるのも一いつ緒しよじゃないのぉ～？」

「全然違ちがうよ！　胃い袋ぶくろが大きくなっちゃったら、後々大変だし！」




「いらっしゃーい！　こちら、陸上部のドーナツ店だよ。おっ、二袋ふくろ？　ありがとうございます！」

「ありがとうございます」




　陸上部の模擬店では、ＯＧの日くさ下か部べみさおと、その友人の峰みね岸ぎしあやのがドーナツを売っていた。




「わりーな、あやの。後こう輩はいの様子をちょっと見に来ただけなのに、手伝う事になっちまって…」

「大丈夫、こういうの好きだし。それにしても、年々、盛大になるよね。文化祭」

　確かにあやのの言うとおり、文化祭は年々、盛大になっている。

　飲食店の数も、イベントの数も年々、増え続けている。




「だな～。でも、まだ卒業してから、そんなにたってないぞ」

「ふふ、そうだね。でも、高校生活は、大学生活とは違って、いろいろ行事があるから、想おもい出もおおいよね」

「そーだな」

　あやのは、高校時代を懐かしみつつ続ける。

「文化祭もそうだけど、体育祭や、修学旅行、やっぱり高校時代の想い出っていいよね。あっ、もちろん、大学も前期、後期って１年が分かれてるけど、学生が全員で参加する行事って、あまりないし、なんか、こうメリハリがない気がするんだよね」

「メリハリか～。かもな～」

「みさちゃんもそう思う？」

「まぁ。一学期、二学期、三学期って、学期末には決まって、試験があって、そんで、決まって追試があって、さらに、学年の最後には、進級がかかった超ちよう追試があって…メリハリ、ありまくりだったな」

「みさちゃん、それはメリハリというか何というか…」

「ぎりぎりか？」




　と、そこへ、宮河姉妹がドーナツの香かおりに惹ひかれてやってくる。

「っと、いらっしゃーい。美味しいドーナツだよ～。試食もあるよー」

　みさおはそう言うと、トレーに乗った試食用のドーナツのかけらをひかげに勧すすめる。

「ありがとうございます」

　嬉うれしそうにそれを一つ取るひかげ。

　ひかげは、一口食べて、

「ほんと、美味しい！」

　そう言うひかげに向かって、得意げに笑うみさお。

「ふっふっふ！　だろ？」

「ドーナツかぁ。うん、この手のおやつは、腹持ちがいいから、いいかもね」

「じゃあ、買ってみましょうかぁ～」

　並べられているドーナツを見て、熟じゆく慮りよするひかげ。

「う～～ん、一袋４個入り…２００円。一袋買うと、一人頭二個…この大きさだと、ちょっと物足りない気もするけど…。でも、二袋だと多いような気もするし……」

　悩なやみ続けるひかげ。

「どうしようかな～。二袋、いや、一袋…。うーん、予算も限られてるしなぁ」

　あまりに悩むひかげを見かねたみさおが、

「わはは、そんなに気に入ってくれたんか。よし、じゃあ二袋３００円でどーだ？」

「いいんですか!?　わーい！　お姉ちゃん、ありがとう！」

「おう」

　男前に答えるみさおなのであった。

　あやのは、そんなみさおに微笑ほほえむ。

「相変わらず、みさちゃんは優やさしいね」

「いやー、何か微笑ましかったからさ、ついな～」

　嬉しそうにドーナツを持って去って行く宮河姉妹を見送るみさお。

「あっ、そう言えば、柊達も来てるんだよな、今日は？」

「うん。もうすぐエアバンドで出るって、さっきメールあったよ」

「エアバンド？　じゃ、もう一個のは、その後か？」

「多分」




　まだまだこなたのたくらみは、あるようで…。
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　美術室では、アニメーション研究部が催もよおし物をしていた。

　本番ぎりぎりにようやく準備が整って、さあ、いよいよ、幕開けという段になり、ほっとしている２年在学の田た村むらひよりに、同学年で助すけっ人とのパトリシア・マーティンが、これまた助っ人の小こ早ばや川かわゆかたと岩いわ崎さきみなみに声をかけた。




「ヒヨリ、ユタカ、ミナミ！　ジュンビできてまスカ？」

「うん。大丈夫」

「うん」

「う、うん」

「…にしても、パティ達がいてくれて助かったよ」

「いえいえ、コマったときはオヤでもツカえデスよ！」

「ありがとう、心の友よ！」

「アニケンブイン、ソウダオレって、インフルエンザ、こわいデスね」




　そうなのだ。

　一週間前までは、全員、元気に準備に励はげんでいた部員達が、一人、また一人と、インフルエンザにたおれ、結局、このコーナーは、ひよりしか残らなかったのである。

「いやぁ、まさかこのコーナーが全ぜん滅めつするとは思わなかったよ…。何かの呪のろいかと…でも、私だけ伝染うつらないって、運がいいよね」

「ニホンにはふるくから、イイツタエがありマス。『オタはカゼひかない』」

「じゃ、他の人も引かないすね!!　…とにかく、代役ほんと感謝だよ～」

　そう言われたゆたかが、ふるふるしながら答える。

「…うん。でもぉ、大丈夫かなぁ、じょうずにできるか、なんかドキドキしてきちゃったよぉ」

「私も…」

「ほんと？　みなみちゃん、なんか落ち着いてるように見えたから、すごくプレッシャー感じちゃって…」

「私もすごく、緊きん張ちようしている」

「それにしても、『モエモエヨミキカセ』とは、なかなか、いいアイデアおもいつきましたね、さすがデス」

「まぁ、実はオブザーバーがいるんだけどね」

「オブザーバー？　Ｗｈｏ？　もしかして、コナタのイレヂエですか」

「入れ知恵って……そう言えば、後から先せん輩ぱい、顔を出してくれるって言ってたなぁ」

「そろそろオープンタイムみたいですヨ～」




　美術室の前では、ひなたとひかげが看板に見入っていた。

「わぁ、これ、気になるわぁ」

「んん？　何？　『萌え萌え読み聞かせ』？　読み聞かせってこれ、子供相手に絵本とか読んであげるやつなんじゃ…？」

「でも、ひかげちゃん、この『萌え萌え』って部分が気にならないぃ？　お姉ちゃん入ってみたい、なぁ～。…なんて」

「え～？」

「いいじゃない、無料だし、それに、ひかげちゃん、小学生なんだしぃ～」

「って言っても、絵本、読んで貰もらう年とし頃ごろじゃないんだけど」

「いいじゃない。いいじゃないぃ～」

「もおぉ～～～」

　ひなたが、強ごう引いんにひかげを連れて行く形で、美術室の中に入っていく。




「いらっしゃいマセ～!!」

「ようこそ！」




　パティの姿に思わず驚おどろくひかげ。




「うわ、外国人だ……」

「ハロープリティガール！　マッタく、クチクカンはサイ…」

「はい、ご来場ありがとうございます！　メニューは男坂、女坂、おなか坂とあるんですが、説明はお聞きになりますか？　個人的には　お姉さんには男坂なんかがお勧めっすけど…」




　ひよりの説明に興きよう味み津しん々しんのひなた。

「何か面おも白しろそうねぃ。じゃあ、それで～」

「え？　絵本や童話じゃないの？」

　若じやつ干かん引き気味のひかげ。

「じゃあ、あなたはオンナザカにしますカ～？」

「え？　あ、説明聞かないの？　え？」

「この、中２センサーに何かクる雰ふん囲い気きが楽しそうじゃないぃ？」

「ではどうぞ、めくるめく世界へ。お二人様男坂女坂、各イチご案内っすー」

「ふふふー、何かしら、この黒い幕とか怪あやしいわねぃ～」

「ここって、絵本の読み聞かせとかするんじゃないの？」

　暗幕が張り巡めぐらされた室内を見み渡わたし、

「これじゃ子供怖がると思うんだけど…」

　ちょっと怖がるひかげを、さらに追いつめるようにからかうひなた。

「もしかして、怪かい談だんとかだったり…」

「え～、やだな～」

「大だい丈じよう夫ぶよぅ『萌え萌え』だものぅ。ほんとかわいいんだから」




　結局、ひなたは、男坂へと進む。

　その先には、ゆたかが控ひかえていた。

　そして、ひかげは、女坂へと勧められるまま向かう。

　その先には、みなみが控えていた。




「ではまず、こちらのメニューからコースをお選び下さい…」

　とメニューを差し出すみなみ。

「メニュー？　Ａコース。幼なじみの同級生、風邪かぜで熱があるあなたを看病する。Ｂコース…学校の部活の先輩が、最近、伸のび悩なやんでいるあなたのために、練習につきあってくれる。Ｃコース…会社の上司である課長と残業していると、ふと課長が、あなたに本音をこぼす…ってこれ？」

「この中からお選び頂いたコースの役を今から私が演じます。どちらになさいますか…？」

「どれって言われても…え、えぇと…。じゃ、じゃあ先輩？　で……」

　さっぱりちんぷんかんぷんのひかげ。




　その頃ころ、隣となりのブースでは、ゆたかがひなたに説明していた。ものすごく、丁てい寧ねいに。

「えっと、こちらのメニューの中から一つ選んで頂く形でして…。Ａコース、一つ違ちがいの妹が同じ高校に入学してきちゃってちょっと困こん惑わく。Ｂコース、幼なじみに久々に会ったら、あまりに可愛かわいくなっているカノジョにドキドキ。Ｃコース、クラス委員で、いつもは厳格なカノジョが、放課後、なぜか、涙なみだぐんでいるところを見てしまった。かっこ、夕暮れの図書室、かっことじ。…以上です。お選び頂いたコースの役を今から私が演じさせて頂くんですけど…、どちらがよろしいでしょうか」

「もうちょっと詳くわしく伺うかがってもいいかしらぁ～？」

　この一風変わった読み聞かせの全すべてを理解したひなたは、にまりにまりと笑う。

　まさに、ど真ん中のお客様なのである。




　再びゆたかが、こんせつ丁寧な説明を始める。

「えっと…ですね。まずＡコースですけど、Ａコースの設定は、可愛い妹が大好きでしょうがないお兄ちゃんがいるんですけど、その妹が、春から主人公と同じ高校に入学してきて」

　わくわくと、ゆたかの説明を聞くひなた。

「はいぃ」

　もう、嬉うれしくてたまらないといった様子である。

　さらに続けるゆたか。

「それで…えっと、自宅での妹とは、ちょっと違った妹の姿を学校で発見した主人公が、ちょっとドキッとしているところを、当の妹に見つかってしまって…それで、ちょっとドキドキしながらも、学校で会話するっていう感じなんです」

「なるほどぅ～」

「つ、次のＢコースは…幼なじみの～…幼なじみの女の子で…えと、同じ幼よう稚ち園えん、同じ小学校に通ってました。それで、中学は別だったんですけど…高校で再会して…というシチュエーションです」

「ふうん」

「それで、Ｃコースは、クラス委員の女の子がいて、その子、いつもはすっごく厳しいんですけど、文化祭の前に…あの…主人公が忘れ物をして、それで、教室に取りに行ったら、そのクラス委員の子が泣いていて…」

　ひなた、思わず笑えみをこぼしつつ、

「ほぅほぅ」

「…という感じなんですけど…、えぇと、どのコースになさいますか？」

「じゃあ、可愛い妹コースでお願いしますぅ～」

「はい。かしこまりました」

　コースが決まると、すーっと深呼吸するゆたか。

「では、行きます」

「はい～っ」

「あ、お兄ちゃん。何？　私の事じろじろ見てたでしょ？」

　想像はしていたのだが、予想をはるかに上回る棒読みだった。

　しかし、ひなたにとっては、そこがよかった。

「かわいぃぃ～」

　ひなたに真っ正面から言われて、赤面するゆたか。

「え？　あ、ありがとうございます。えと…」

　再び呼吸を整えて再び棒読みのゆたか。

「あ、お兄ちゃん。何？　私の事じろじろ見てたでしょ？」

　そして、調子に乗るひなた。

「すみません、あの、『お姉ちゃん』でお願いしてもいいかしらぁ？　あと今は、どういったシチュエーションなのぅ？」

　ゆたか、なぜかひそひそ声でひなたに伝える。

「…あ、はい、お姉ちゃんですね。わかりました。それで、今はお昼休みです…」




（うっわぁ、すごくちっちゃくて可か憐れんで、声もかわいいわぁ。もう一人妹が欲しくなっちゃいそうぅ～）




　ゆたかは、さらに続ける。

「…で、偶ぐう然ぜん、食堂に行く渡わたり廊ろう下かで出会ったら、なんと、妹が同級生の男子…えっと、これが、結構、イケメンらしくて…と、話しているので、なんか、ザワッとしちゃうって感じのところです」

「はいぃ～」




（っていうか、もう、可愛いから、何でもいいわ～）




　ゆたかは、そこまでひそひそ声で言った後、さらに、すまなそうに付け加える。

「…って、本当は、こういうのは、私が口頭で説明するより、お客様にもやもや～って想像していただくのがいいらしいんですけど…」

「…解わかりましたぁ～、もやもやぁ～とねぃ～」

「じゃあ、行きます」

　またしても深呼吸をすると、棒読みで、

「あ、お姉ちゃん。何？　私の事じろじろ見てたでしょ？」




（あっ、もう一度、そこから始まるのねぃ～…）




「学校では、あんまりあたしのこと見ないでよ。家じゃないんだから…。バカ兄～」

「バカ兄…？」

「あ、バカなお兄さんのことらしいです」

「ああ、ううん、そうじゃなくて、そこも『バカ姉』がいいな～ってぇ」

「あっ、ごめんなさい！　バ、バカ姉～」




（至福ねぃ～）




　その頃、隣のブースでは、みなみとひかげが語り合っていた。

　ひかげが部活の先せん輩ぱい役みなみに相談をしているという態ていで…。

「姉の無む駄だ遣づかい……」

「はい…」

「それはひかげちゃんがお小こ遣づかいを管理して、余分なお小遣いをあげないようにするのはどうだろう」

「んー、でもお金稼かせいでくれるのもお姉ちゃんだから、締しめ上げたら悪い気もしちゃって…」

「難しい、な」

「そうなんですよぉ」

「じゃあ逆に、いっそ無駄遣いをさせてしまって、一度、厳しい状じよう況きように追いやってみるっていうのは？」

「それが、毎月そんな感じなんですけど、本人は『無む駄だじゃない、萌もえからもエネルギーがっ』とかよくわからないこと言ってまして…」

「それは…わからない。ちょっと困るな…」

「あ、でも悪いところばっかりじゃないんですよ。絶ぜつ妙みようにギリギリのラインは守ってるし、何かあったら私のこと最優先で考えてくれるし、本当にあとちょっと、もうちょこっとだけ！　月々の買い物量を減らしてくれたら、苦しいなりにゆとりが…」

「お姉さんのこと、大好きなんだな…」

「…え!?　あっいやその！」

「私…いや、僕は一人っ子だから…妹とか姉とか欲しいな」

「そうなんですか？　って…あれ、こんな世間話してて良かったんでしたっけ？　ここ……」

　慌あわてるひかげに、ふっと微笑ほほえみうなずくのだった。

　その優やさしさが嬉うれしいひかげ。

「ありがとうございました。先輩」




　ブースから出てくるひかげ。

「すっかりお姉ちゃんのことで、相談にのってもらっちゃったなぁ…」

　まだ、出てこないひなたを案じて、

「あれ？　お姉ちゃん、まだ出てきてないんだ。すっかり先輩と長話しちゃったから、てっきり待たせちゃってると思ったのに」




　ひよりと、パティが小声で話している。

「え？　あのお客さん、また？」

「そうなんデスよ。なんか、すっかりはまっちゃったみたいデスよ」

「そ、それはありがたいんだけど…妹さん、待ってるし」

「でも、これなら、ワンフレーズいくらでもイケそうですネー♪」




　パティの瞳ひとみに￥マークが浮うかんでいる。




「い、いやいや…」




　ひかげはそんな二人の会話を小耳に挟はさんで、

「やれやれ…」




　そこへ満面の笑みを浮かべたひなたが、ようやく出てくる。

「お姉ちゃん！」

　ひなた、すっかりほうけて、

「いやぁ、ひかげちゃん、なんかとっても楽しい思いをさせてもらったわよぉ」

「…その様子だと、かなりはまっちゃったみたいだね」

「なんかもー、今日はずっとここで過ごしてもいいんじゃないかってお姉ちゃん思うんだけど、どうかしらぁ～っ」

「それでお腹なかが膨ふくれるならいいけどね」

　それまでの笑顔を突とつ然ぜん、曇くもらせるひなた。

「うぇ～～ん、夢から覚めちゃったよぉ～」
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　なんとか「廃部寸前の軽音楽部を楽器経験の無い女子生徒が復活させるってのに、影響された？」

　パフォーマンスを終えたこなた達。

　最初はどうなることかと思ったものの、なかなかどうして好評を博していた。

　やはり、こなたの言うとおり、




「私達に求められてるのはビジュアルだからね～。楽器は弾ひき真似まねでいいんだよ」




　なのかもしれない。




　そんなこなたもほっと一息ついている。

「ふぅ。最初からちょっと飛ばし過ぎちゃったかな」

「いくらエアバンドだからって、自由すぎるでしょ」

「こなちゃん、ほとんど、ギターに手をかけずに踊おどってたよね」

「でも、私としては、自由に動き回っている姿が、とても楽しそうで、良かったと思いますよ」

「みゆきさんはキーボードだったからあんま動き回れなかったしね」

「いえいえ。私にはあれくらいが丁度良いです。充じゆう分ぶん楽しませて頂きましたよ」

「…ほんと、あんなんでよかったのか？」

「かがみん、君の目は節穴、或あるいは単なる空くう洞どうかね？」

「はぁ？」

「いやいや、皆みんなすごく喜んでくれてたよ、多分。それとも、かがみには、あの熱気が伝わってこなかったとでも？」

「っていうか、この格好が、めちゃくちゃ恥はずかしくって、耳まで熱かったわよ」

「高校卒業した後に着る制服って何か予想以上に恥ずかしくなるね～」

「ほんとよね～」

「はぁ～、とりあえず、まだまだ私達の文化祭は始まったばかりだからね～」

「もうすでにかなり疲つかれてるんだが…」

「今からそんなんじゃ、お話になりませんことよ」

「はー、先が思いやられるな…」

「まぁまぁ、まずは腹ごしらえ」

「そう言えば、日下部と峰岸が、ドーナツ売ってるみたいだけど」

「ちょうど、いいね。ちょっと冷やかしに行こうよ」

「うん、お腹も空すいたしね」

「それじゃその足で、模も擬ぎ店めぐりでもしますか」

「ふぅむ、胃い袋ぶくろで喜び、顔で泣くかがみの姿が鮮せん明めいに見える…」

「…うるさい」

　さっそく、みさおとあやのの待つ、模擬店に向かうこなた達。




　陸上部のドーナツ店の前にソールドアウトの張り紙をするみさお。

「はぁ！　売ったな～」

「売り切れちゃったね」

「結構、売れるもんだな」

「みさちゃんずいぶんおまけしてたしね～。陸上部的に、よかったのかなぁ…？」

「いやまぁ、いんじゃね？　というか、意外に、押しに弱い自分を知ったよ…」

「…意外じゃないけどね」

「あっ…ああああっ[image: !!!!]」

「どうしたの？」

「しまった[image: !!!]　柊の分、残しておくの忘れてたぁーっ！」

　頭を抱かかえるみさおに、笑え顔がおで答えるあやの。

「あは、それなら大だい丈じよう夫ぶ。私、その分、とっておいたから…」




　テーブルクロスをかき分け、机の下に置いてあった段ボールの箱をあさるあやの。

「あれ？　確かにここに入れておいたんだけどなぁ」

　そんなあやのの姿を最初はばつが悪そうにみつめていたみさおだったが、遂ついに我が慢まんしきれなくなり、

「……んっ、わりぃ、あやの！」

「え？　みさちゃん、どっか違ちがうところに片付けた？」

「う、うん、片付けたと言えば、そうかな」

　あやのは、怪け訝げんそうに尋たずねる。

「あ、そうなんだ、どこに？」

　みさおは遂に観念して、

「…ここ！」




　ポン！




　みさおが指した場所は自分のお腹だった。

「……食べちゃったのね」

「わりぃ」

　やれやれといった顔をしながら、あやのが笑っていると、そのドーナツを食べるはずの人がやってきた。




「おーい」

「あっ、柊ちゃん」

「ひ、ひいらぎ～～～」

　思わずかがみに抱だきつくみさお。

「何だ涙なみだ目めになって暑苦しい」

「こ、殺さないでくれ～」

「殺すって、何？」

「あやのがお前のためにって残しておいたドーナツ、間ま違ちがって食っちゃったんだ」

「あんた人を何だと思ってる？　それで殺すか？」

「食べ物の恨うらみは怖こわいからね。とくにかがみんの場合は、顕けん著ちよ」

　人差し指を立てて言うこなた。

「黙だまれ」

　どんよりするみさおに、仕方ないなといった感じのかがみ。

「まぁ残念だけど、今日限りってわけじゃないし」

「今度、私が作るよ」

　とあやのが微笑ほほえんだ。

「さんきゅ。それより、もう完売なんてすごいじゃない。さすがね～」

「うふ、みさちゃんがね、すごくはりきってて」

「ほぉ～」

「ほとんど、おまけしたのと、後、自分で食ったのもあるしな」

「って食べ過ぎでしょ！」

「うわっ、やっぱり殺されるね」

　こなたが再び脅おどすので、

「許してくれ～！」




　期待していたドーナツがなくなってしまったので、こなた達も腹ごしらえのために、模擬店を回ることとなる。

　あちこち眺ながめつつ、みゆきもあやのやみさおと同じことを考えていた。

「本当に年を追うごとに、企き画かくなどが充じゆう実じつしていますよね」

「そだねー。そして私達もその文化祭の充実に彩いろどりを添そえるのであった」

「…ってやっぱり、あれ、やるのか？」

「またまたー、やる気があるからかがみも練習したんでしょ？」

「そ、そうだよね…。でも、エアバンドより緊きん張ちようするかも…」

「まっ、エアバンドは前ぜん哨しよう戦せんぽい感じにはなったでしょ？」

　その言葉に頷うなずく一同。

　そう、またあの時の感動を…胸に抱くことができるのだろうか…。
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「近ちか頃ごろの学園祭の模擬店は、プロ顔負けよね。どれもこれも、すごく手が込んでるし、味もいいわ～」

　そう満足げに語るひなたに釘くぎをさすひかげ。

「お姉ちゃん、わかってると思うけど、ここでも贅ぜい沢たくはできないんだよ。さっき、ドーナツで３００円使ったから、もう所持金が、２０８９円しかないんだからね。それで、後４食×二人分をまかなわなくっちゃいけないんだから」

「４食？　あれ？　お昼は？　まだ食べてないわよね？」

「さっき、ドーナツ、食べたじゃん。あれ、お昼のつもりだったんだけど？」

「え～、お姉ちゃん、あれは、おやつだと思ってたから、別腹の方に入れちゃったんだけど……」




　別腹ってどこだよ？







「ん？」

「何？　お姉ちゃん？」

「前から疑問に思ってたんだけど、別腹ってどこにあるのかしら？　だって、胃袋は一つでしょ？　なのに、別腹って、おかしいと思わない？」

　そんな姉の素そ朴ぼくな問いに、小学生の妹は、やれやれといった様子で答えるのであった。

「……あれは一説だと、ご飯食べてお腹なかいっぱいになっても、デザートを見て食べたいって思うと、脳が胃を刺し激げきしてスペースを空けるように動くのを言ってるんだって。だからお姉ちゃんの言い分は当てはまりません」

　ひかげの至し極ごく冷静な答えに、感心しきりのひなた。

「物知りねぃ。でもどちらにしても、お姉ちゃんちょっと食べたりないなぁってぇ…。ひかげちゃん、何か食べない？」

「そうなると思ってたけど…。でも、無む駄だ遣づかいはダメだからね」

「はぁ～い！　あっ、見て!!」




　まったくどっちが子供なのやら…。




「クレープですか？　一つ３００円です」

「ん？　どうしようぅ～。ひかげちゃんはどれにするぅ？」

「私はいい」

「…じゃあ、チョコバナナを一つお願いします～」

「お待たせしまた！　チョコバナナです」

「後、１７８０円だよ、お姉ちゃん」

「お飲み物もいかがですか？」

「あっ、じゃあレモネードを」

「かしこまりました」

「ひかげちゃんは？」

「私はいい」

「１５０円、いただきます」

「後、１６３０円」




　厳しい数字である。

　ひかげがパチンとお財さい布ふを閉じたその時、




「……はい、クレープとレモネード、半分ずつ～」

「え？」

「ひかげちゃんと一いつ緒しよじゃないと、お姉ちゃん美味おいしく食べられないなぁ～」

（……あ。お姉ちゃん、私の好きなチョコ選んで買ってくれてたんだ……）

　姉の気持ちがわかり、じーんとなるひかげ。

「も、もぉ～、お姉ちゃん…」

　ふと目の前を見ると、ひなたがいない。




「え？」

　ひかげが、きょろきょろと周囲を見ると、

　ひなたは、すでに次なる獲え物ものの前に立っていた。

「うぅぅぅ、何かしらぁ、このレベルの高さ。この学校の漫まん研けんの腕うで前まえがこれほどまでとは。数々の有名サークルの作った優すぐれた作品で、私の目はかなり磨みがかれたはずなのにぃ。その私の審しん美び眼がんを唸うならせるとは…恐るべし、陵桜学園高等学校漫画研究部……」

「お姉ちゃん……」




　さっきまでのいい話はすっ飛んでしまう。




「買えないならいっそ目に焼き付けていこうかなって…う～にしても切ない」

「あ～あ、自分で言ってたじゃん。いろいろほしくなっちゃうから、真しん剣けんには見ないようにするって」

「人間って不思議なものね。見ちゃいけない、聞いちゃいけない、言っちゃいけないってなると、なぜか、やりたくなっちゃう。そういう生き物なのよね」




　欲よく望ぼうと誘ゆう惑わく。




「いや、それは単に意志が弱いっていうだけのことじゃ」




　意志が薄はく弱じやく。




「ひかげちゃん！　お願いがあるの！」

「ダメだよ」

「ふぇ～ん、まだ言ってないのにぃ」

「もう、わかってるよ。その本、買いたいってことでしょ」

「ひかげちゃん、天才なのぅ？」

「この状じよう況きようでわからない方がおかしいよ。ダメだよ。残金、少ないし。１６３０円！」

「ひかげちゃん、一いち期ご一いち会えって言葉、知ってる？」

「知らない」




　けんもほろろのひかげの言葉に、ひなたは、めそめそと泣くのだった。

　その涙なみだにほだされてしまう、素す直なおなひかげ。

　無理もない、まだ小学生なのだから。

　そんなひかげが、女の涙の意味を知るのは、いつのことなのだろう。




「もぉーっ！　わかったわよ。じゃあ、買えば？」

「え？　いいの？」

「だって、さっきの売店で、クレープ、私にもくれたし」

「でも…」

「いいよ、今日は一緒に楽しむってことだったじゃない。そのかわり、明日はかなりとぼしいおかずになっちゃうけど…」




　そう言いながらも、最後は微笑ほほえむひかげ。

　ひなたは、そんなひかげを思い切り抱だきしめる。




「ひかげちゃん、ありがとうぉ～」




（…って、明日になれば、きっと今日、この買い物をしたことを、後こう悔かいすることになる。さすがにまともに食べる分もないくらいまでお金がなくなって一度痛い目に遭あえば、お姉ちゃんでもきっと少しは反省するはず…。先せん輩ぱい、そうですよね？）




「ひかげちゃ～～～ん!!」

　ひなたが歓かん喜きの声をあげる。

「どうしたの？」

「この本、最後の一冊で、おまけがついてたの!!」

「おまけ？」

「カップ麵めんとカップスープ、各二個！」

「え？」

「ふふ、これで、明日のご飯は、なんとかなりそうね。きっと神様が優やさしいひかげちゃんのためにご褒ほう美びを下さったのねぃ」




（神様！　明日のカップ麵とカップスープより、姉の贅沢をやめさせてください！）




　ひかげ、ふと時間が気になり、

「そういえばお姉ちゃん、ＯＧのガールズバンド興味あるって言ってなかった？　時間大だい丈じよう夫ぶなの？」

「む、そろそろ時間ねぃ～」
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『萌もえ萌え読み聞かせ』も大好評のようで。




「二人ともお疲れ様～。はい飲み物。ずっと話しっぱなしで喉のど渇かわいたでしょ」

「ありがとう。でも、お客さんいっぱいで最初戸と惑まどったけど、皆みんな喜んでくれるから、ついはりきっちゃうね～」

「うん。でも、ゆたか、体調は大丈夫？」

　こっくりと頷うなずくゆたか。




　そんな二人を眺ながめつつ、ひよりの脳内はひたすら腐くさっていき、今の会話が変へん換かんされた。




「ふう…」

「大丈夫？　無理しない方がいい」

「ううん。みなみちゃんと一いつ緒しよだったら、どんなことだって平気。乗り越こえられる。ほんと不思議よね」

「その台詞せりふ、そっくり、ゆたかに返すよ」

「みなみちゃん…」

「ゆたか…」




（なんだかなぁ。二人が、そこにいるだけで、私の幸せタンクが満たされるっす）




「ヒヨリ！」

　パティの呼び声で、ばっ！　と妄もう想そうが裂さける音。




「Ｈｅｙ！　モウソウしてもイイけどサー、ジカンとバショをわきまえなヨー!?」

「びっくりした!!　轟ごう沈ちんしちゃうからやめて…！」

「センカＲｅｓｕｌｔ、あがっちゃいますネ♪　コナタが、キマしたよ」




　パティの指さす方を見ると、そこにはこなた達、先輩が立っていた。




「やっほ～！」

「あ！　泉先輩！」

「ひよりん、按あん配ばいはどう？」

「おかげさまで好調っす！　最初に来てくれたお客さんがあちこちで絶賛してくれたみたいで、口コミで人が集まってきてもう大変っすよ！」

「ふむ。大盛せい況きようで何よりだね」

　こなたが来たと聞いて、ゆたかもやってくる。

「あっ、お姉ちゃん」

「ゆーちゃん、満員御おん礼れいなんだって？　さすがだね」

「え？　私はただ、田村さんから教わったように話してるだけで…」

「いやいや、ゆーちゃんのそれがいいんだよ」

「う～ん、よく、わかんないけど」

「先輩、そろそろ時間っすか？」

「そうだよ。久々に、古巣に全員、そろうって事でね」

「私達はまだ現げん役えきっすけど…」

「とにかく、このメンバーがまたこの学校で一堂に会したのを記念してぇー…っ」




　こなたは、手にしていた袋ふくろの中から、何かを取りだして、

「じゃーん！」

　それを見たパティが明るい声を出す。

「ＯＨ！　ナツカしーですネ！」

　ひよりもみなみも、目を輝かがやかせている。




「やっぱり、最後はこれでしょう」

　にっこりするこなた。
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　なぜかハワイアンが流れている体育館に呆ぼう然ぜんと佇たたずむひなたとひかげ。




「おかしいわねぃ～。なんで、フラダンス？　確かにこの時間のはずなんだけど？　おしてるのかしら～？」

　ひなたが手にしているチラシをのぞき込むひかげ。

「んん？」

　ああやっぱりといった表情で、

「よく見てよ。お姉ちゃん。それ、昨日の時間割だ、しかも別のバンドの。今日は、こっちで、ＯＧのガールズバンドは、もう、終わってるよ」

　ひかげの言葉に驚おどろいて、もう一度、チラシを穴があくほど見るひなた。

「ああ、一生の不覚～」

　ひなたが放ほうり投げたチラシをキャッチするひかげ。

「大げさだな～、あっ、見て！　この後にも何かあるみたいだよ？」

　どれどれと再び、チラシを食い入るように見るひなた。

「あら、ほんと。うわ～、楽しそう。こっちは絶対に見み逃のがせないわね」

　うなずき合う二人なのであった。
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　保健室では黒くろ井いななこ先生と、桜さくら庭ばひかる先生が、甘酒を酌くみ交かわしていた。




「はぁ～、ここでこうして桜庭先生と一緒に、おでんとドーナツとおしること焼きそばとフランクフルトと甘酒って、確か去年もこんなんやったなぁ」

「そんな気もしますな…」

「しっかし、こうして毎年、文化祭は生徒の面々が変わりながらもあるわけやけど、うちらはあんま変わりませんな」

「卒業とか、転校とか教師にはありませんしな」

「…いや、教師っつうくくりやのうて、人間としてのなんやクロニクルみたいなのが、止まってるなあって…桜庭先生は、どうです？」

「ふむ、私はとくに不都合は…それなりに、春、夏、秋、冬のイベントもありますしな」

「…………満足してます？」

「はぁまぁ…」




（あかん、話した相手、間ま違ちごーたかなー。あかん、この話題はあかんな！　もー、吞も！　食べよ！）

（ったく、ふゆきのやつ早く戻もどって来んかな…。正直、間がもたん）
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　こなた達はステージで、拍はく手しゆ喝かつ采さいを浴びていた。

　そう、彼女たちは、再び『もってけ！セーラーふく』をチアガール姿で踊おどったのである。







「いやぁ、皆みんな、お疲つかれ～っ！」

「何とか様になったわね…」

「でも、練習の時うまくできなくても、本番だと成功しちゃうことがあるのって不思議だよね。よかったぁ……」

「なんか、すごく楽しかったです」

「うん。前の時は、ただ緊きん張ちようするだけだったけど、なんというか、楽しめた気がするよね」

「それにしても、泉さん、なぜまたチアをやろうと思い立ったのですか？」

「ほんとにね。よくもまぁ、こういうのを思いつくもんだわ」




　皆に振ふられて、こなたは微笑ほほえみながら答える。

「うん。エアガールズバンドは、一度やってみたかったから、かがみ達を巻き込んじゃったんだけどね。チアは、ゆーちゃんから文化祭の話を聞いてるうちにあの時の感じがどんどん浮うかんできて、もう一度皆で踊ったら前よりもっと、楽しい想おもい出になりそうだな、って思ってさ」

「ああ、ほんと、楽しかったぜ」

「本当に、そうかも知れません。今日、前よりも楽しめたのは、重ねてきた時間や思いがあるからかも知れませんね」

「いやまぁそこまで考えてたわけじゃないんだけど、あの時、皆一つになってたって感覚を思い出したらあとはエントリーまでノンストップで」

「結果的には、正解だったよな！」

「ただ、ちょっと課題は残ったね」

「課題？」




　こなたは悪戯いたずらっぽく笑うと、チアガール姿のかがみのお腹なかをつつく。




「かがみのお腹は高校時代から、さらに成長したようで。このままいくと、こんな風にチアガール姿ができるのもこれが最後なのかなーって」

「また、それか！」







[image: 27ぺこ『楽しかったね』]







　夕焼けが高校のグラウンドを赤く染めている。

　そろそろ片付けを始める模も擬ぎ店もちらほらと出始めた。




「あ～あ、また間にあわなかったね、お姉ちゃん」

「しゅーん…。でも。なんだかんだでお姉ちゃん、楽しかったわぁ～。結局、お金たくさん使っちゃってごめんねぃ？」

「まぁ、いいよ。おまけももらったことだし…それに」

「ん？」

「それに、私もすごく楽しかったしね。ありがとう、お姉ちゃん。来て良かった」

「ひかげちゃんに、そう言ってもらえると、お姉ちゃん、嬉うれしいなぁ～。こちらこそ、ありがとう～」

「あれ？　あの人達、ダンスの人じゃない？　ほら、チアの格好してるよ」

「ほんとねぃ。写真撮とらせてもらえないかしらぁ」

「記念になるしね」




「あの、すみません。写真だけでも撮らせてもらっていいですか？」

「あ、ドーナツ買ってくれた子だよな」

「あっ！　おまけ、ありがとうございました」

「また会ったね…」

「あ、先せん輩ぱい!!」

「写真？　ウェルカムだよ～」

「って、あらぁ？　ダンスしてたの、常連さん達だったんですねぃ～」

「え？　あ、大宮の……店長、相変わらずですか？」

「はいぃ～」




　皆で記念写真を撮るために並んだ。

　皆の顔が赤く見えたのは、紅潮しているのか？　それとも夕ゆう陽ひのせいなのか？




「おーい、もう撮っていいのかー？　いくぞー」

「せーの！　らき☆すた!!」




　宮河姉妹、最高の一日、そして、こなた達にとっても幸せな一日の幕が、こうして閉じたのである。


（おわり）　　　　









　あとがき







　ある日、突とつ然ぜん、私の目の前に、とある作品の登場人物達が姿を現した。

「ひさしぶりじゃん。元気だった？」




　その上からの物言い、身体からだは子供、態度は神様。

　そうスーパーアイドル、小こ神がみあきら様だ。

　以前、私が『らき☆すた』のノベライズをやらせていただいた際、最後に番組にお邪じや魔ました時、会ったのが最後だから…。




「ぶっちゃけ、かなりたってるわよね。最近、どう？」

　すでに、ソファに小さな身体をどっかりと埋うずめて、腕うで組ぐみ、脚あし組み状態のあきら様。

　もちろん、脚は床ゆかについていないので、ぶらぶらとゆらしているのだが、それがかえって、余計に不敵な雰ふん囲い気きを醸かもし出している。




「おかげさまで、ぼちぼち、やらせていただいています」

「ふうん」

「あきら様においては、つつがなくお過ごしでしょうか？」

「まあね、高め安定っていったところかしら？」

「あっ、そういえば、今回、新しいアシスタントさんが、いらっしゃいましたよね？」

「そうなの。あれ、結構、使えるでしょう」

「いやぁ、使えるっていう言葉が当てはまっているかどうか、全くわからないんですけど、収録の時、もう、私が書いたシナリオ以上の芝しば居いをたっぷりつけていただいて、むしろ、それが、お腹なかが痛くなるほどおもしろくて、もう、感服いたした次し第だいで…」

「そうなのよ。下手するとあたしも食われそうで。まっ、それくらいの気持ちで、あたしにぶつかってきてくれる方が、こっちもつぶし…ううん…やりがいがあるじゃない」

「はぁ…」

「トップランナーってのはね、そういうものなのよ」

「べ、勉強になります」

「ま、あんたもせいぜいガンバんなさいよ」




　そう言うと、あきら様は、すっくとソファから立ち上がった。

　立ち上がるとき、よっこらしょっと脚を床についた仕草がとっても可愛かわいい。

　思わず（かわいい～）と言いそうになったが、そこはじっとこらえた。

　出口の方に向かいつつ、ふと立ち止まったあきら様が、私を振ふり返かえる。




「あ、そうだ」

「はい…」

「いい。今から言うこと、メモしておくといいわよ」

「はい？」

「とある天才有名大漫まん画が家かが言った言葉なんだけどね」

「…はい」







　ギャグ漫まん画がの才能は神様がくれた一本の鰹かつお節ぶし




「………………………」

　私がリアクションに困っていると、




「意味わかんないの？」

　眉み間けんにしわを寄せて、信じられない…といった感じであきら様は私を見る。

「えっと……」

　人差し指をビシっとたてると、あきら様は、言い切った。

「あのね、才能ってのは、すり減っていくものなのよ、こう、鰹節をけずっていくみたいにね。薄うす紙がみをすーっとはがして行くみたいにね」

「………はい」

「そんで、その鰹節でダシを取った料理は美味おいしいってことよ」

「……………あ…っと…」




　私は心の中で、叫さけんでいた。

（いやいや、全然、意味違ちがうと思うし!!）

　一応、このままいい話で終わるのもなんだなぁ…と思い、恐おそれながら、口を開いた。

「えっと、そのちょっと意味が違…」

「え？　何が？　どう？　どう違うの？　え？　何？」

　ムキになってそう言うあきら様の様子に、（しまった！）と思った私も慌あわてて答えた。

「いえ、そのちょっと血が騒さわぐ言葉ですねぇ…って」

（苦しい…苦しすぎる）

　背中につーっと冷ひや汗あせがつたう…が、

　意に反してあきら様は、

「そうでしょう？」

　と満面の笑えみを浮うかべたのだった。

　そこで、ほっと胸をなで下ろしながら、私は付け加えた。

「はい。私の心の鰹節、大事にいたします」

（…と言いつつ、『待って。私、ギャグ漫画家じゃないし』と小さく反論していた）。




「じゃ、ばいに～」

　と言い残しあきら様は去って行ったのだが、いったい、あの人は何しに来たのか、今でもわからない。

　多分、鰹節の大切さを私に伝えに来たのだろう。




　そんなわけで、

　またしても時間との戦いでした。

　本当にご迷めい惑わくを各所にかけてしまって恐きよう縮しゆくです。

　貧びん乏ぼうだけど、愛がある、でも、肉が好きな宮みや河かわ姉妹。

　彼女たちとのひとときは、笑いに満ちあふれていました。

　作者である美よし水みず先生のお人ひと柄がらあふれる作品だと思います。

　先生と、そして山やま本もと監かん督とくとまたご一いつ緒しよできたことをとても幸せに思っております。

　この本が世に出るようにと、尽じん力りよくしてくださった、

　スニーカー文庫のＭ編集長…飴あめと鞭むちならぬ、鞭と鞭のお方です。

　編集担当のＫ氏に対しましては、私のせいで胃に穴があいていないことを祈いのります。

　おふたかたには、怠なまけ者ものの私をご指導いただき、心から感謝しております。

　そして、可愛いイラストを描かいてくださった、

　華はな々ばなつぼみ様、本当にありがとうございました。

　そして、また、この本で『らき☆すた』ファミリーを楽しんでいただけると幸いです。





待まち田だ堂とう子こ　　
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